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第一章 緒

第1編 、第2編 二於 テ詳 逮 セル如 ク結 核Allergie

二立 脚 シテ人 膣 二於 ケル肺 結 核 成 立 ノ諸 相 ヲ實

験 的 二解 明 セ ン トスル砒 究業 績 ハ甚 ダ 多藪 ナ レ

ド未 グ未解 決 ノ分 野 甚 グ多 ク、 特 二人 膣 二於 ケ

ル大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 ノ嚢 生 ニ ハ結 核 菌 量 、 毒 〃

及 ビ 個禮 ノ抵 抗 力 ノ減 弱 ト共 二結 核Allergie

ガ何 等 力重 要 ナ ル役 割 ヲ演 ズ ル モ ノナ ル ハ容 易

二 豫 想 サ レ來 リ シニ カ カハ ラズ
、 今 日迄 嚢 表 セ

ラ レ タル諸研 究 業 績 ヲ麺 賢 シテ之 ガ典 型 的 病 攣

ノ嚢 生方 法 乃 至 ソ ノ要 約 ハ未 グ理 想 的 ナ ル モ ノ

テ得 ザ ル憾 ア リ ト云 フ・ぐ シ｡

之 ガ理 由 二 關 シテハ 諸 種 ノ要約 ヲ考 慮 シ得 ペ キ

モ、 在 束 爲 サ レ タル結 核Allergie性 病攣 ノ嚢

生 方 法 乃 至 ソ ノ重 感 染法 ガノ・タ シテ全面 的 ニ ソ

ノAllergie牲 反 癒 力 ヲ費 揮 セ シメ得 タ リヤ否

ヤ ニ 關 シ多大 ノ疑 問 ノ存 スル所 ナ リ｡即 チ在 束

ノ研 究 方 法 ガ結 核 重再 感 染 二際 シ、 從 來 ノ手 法

テ 緊:守シ、 反 慮 檜 強 方 法 テ考 慮 セザ リ シニ 由 ル

モ ノ ノ如 ク思 惟 セ ラル ・ナ リ.

先 二教 室 ノ野 村 ハ實 験 的 血 清Allgrgie性 肺 炎

ノ研 究 二際 シ、 再 庭 置 二常 ツテAdrenalinノ

血 管 二及 ボ ズ作 用 ヲ利 用 シ、 之 テ併 用 ス ル事 二

言

依 リ繊 維 素 析 出 ヲ件 フ高 度 ノAllergie性 肺 炎

ヲ惹 起 セ シムル事 二 成 功 シ、 人腱 二於 ケル大葉

性 肺 炎像 二 比較 シ得 ペ キ成績 ヲ得 、1又珠 玖 ハ之

テ肺 炎 讐球 菌Allergie二 慮 用 シテ類 似 ノ結果

二 到 達 シゴ ノ攣 化 ノ1曾強 ハAdrenalin自 罷 ノ

直接 作 用 二非 ズ シテ、Adrenalin二 依 ル肺 血管

ノ2次 的 麿 血 及 ビ之 二 依 ル血管 壁透 過 作 用 ノ壌

張 二基 ク肺 胞 性Allergie炎 症 ノ 増 強 二蹄 セ

リ｡余 等 ハ以 上 ノ諸 實 験 ト拉 行 シテAdrenalin

ヲ結 核 菌 ノ氣 道 内再 感 染 二併 用 シタル ニAdre-

nalinノ 結 核Allergie性 肺 胞 炎 九i曾強 ノ結 果

トシテ甚 グ高 度 カ ツ典 型 的 ナ ル大 葉 性 乾酪 性肺

炎 ラ實 験 的 二形 成 セ シムル事 二成 功 セ リ、 ゴ ル

攣 化 ハ 在束 諸 先 人 ノ爲 セル諸 種 方 法 二依 ル乾酪

性 肺 炎所 見 ヨ リ更 二人 艦 ノ乾 酪 性 肺 炎 二近 接 ズ

ル嫁 ヲ有 ス ル モ ノナ ル ヲ以 テ第1編 第2編 ノ結

核Allergie性 攣 化 ノ實 験 二引緬 キ本研 究 ヲ第

3編 トシテ費 表 シ、 本 攣 化 ノ螢 生 テ論 ジ テ之 テ

人膣 二於 ケ ル大 葉 性 乾酪 性 肺 炎 ノ組 織 像 及 ビ ソ

ノ経 過 ト比較 研 究 シ乾酪 性 肺 炎 ノ登 生 機 轄 テ論

ゼ ン トス ル モ ノナ リ窃

β

第二章 研究材料及ビ方法

實瞼動物ハ磯重2配 内外 ノ成熟家兎テ使用シ、

結核薦ハ既述 セル諸實験例 ト同様人型菌上池型

ヲ使用セリ.結 核感作ハ該生菌5mgテ1caノ

生理的貧聴水ニテ浮遊液 トナ シ家兎脊側部皮下
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・:一接 種 セ リ6pirquet氏 皮 内 反癒 陽性 韓 化後(30

～37日)同 生 菌25mgテ 含 メル生 理 的 食 盟水5cc

テ氣 遽 内 二再注 入 セ リ｡斯 カル氣 道 内結 核 再 感

染 法 ハ 從束 屡 ≧諸 先 人 二依 リテ試 ミ ラ レ、 余 等

モ亦 同檬 ナ ル感 染方 法 二從 ツ テ實 験 ヲ ナ シ.其

ノ實験 成績 ハ第2編 二既述 セル所 ナ リ｡余 等 ハ

今 同 之 二加 ヘ テ盤化rア ドレナ リ ン」1000倍 溶 液

(三共 製)ヴ 使 用 セ リ｡其 ノ使 用 目的 ハ緒 言 工於

イテ述 べ シガ如 ク結 核Allergie性 肺 炎 ラ壇 強

第三章
譲

本 實 験 例 ハ 第1表 二示 ス ガ如 ク結 核 感 作 家 兎 ノ

氣 道 内 二 同結 核 生 菌25mgテ 再 注 射 シ、 同時 二

1000倍 監化Ad.テ 併 用 セル モ ノナ リ｡實 験 日

セ シムル タ メニ シテ、 コ レガ使 用 ノ・Allergie

性 炎 症 ノ最 モ著 明 二誘 嚢 セ ラル ・初 期 二限 リタ

リ｡即 チ氣 道 内再 感 染 二先 キ立 チ テ(約10分 前)

1000倍 盤 化Adrenalin(以 下Ad.ト 略 ス)O・5c・q

ヲ皮 下 二注 射 シ、 翌 日 ヨ リ毎 日0・5csx宛1回1

週 間 皮 下 二反 復 連 用 シ、 以 後 申 止 シテ経過 テ観

察 セ リ｡死 亡 セル モ ノ以 外 ハ適 當 ナ ル時贈 二致

死 セ シ メ、 第1及 ビ2編 二準 ジテ病 理 解 剖 拉 ビ

轟組織 學 的観 察 ヲ行 ヒ タ リ｡

資験成績

撒 ハ 再感 染後 早 キ ハ2日 ヨ リ78日 ノ長 期 二亙

ル｡以 下 之等 諸例 二就 イ テ 日 ヲ追 ウテ逐 次 記 載

セ ン トス ル モ ノナ リ｡ ｡.

第1表Adrenalin'併 用経 氣道 的結核再感i染實験例
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Nr.1氣 道内結核再感染2日 目所見(Ad.0.5c.a

2x):爾 肺臓〉・著 シク容積 ラ檜加 シ、鰺血 モ亦

著明ニシテ且 ツ散在性二小出血竈 ヲ認 ム｡硬 度

ハ禰蔓性二増加 シ、割面ノ・血量二富 ミ氣容二乏

シク、歴縮 スルニ多量 ノ血液及ビ漿液性滲出液

ノ流出テ認ムル等大葉性肺炎 ノ充血期 ニー致 セ

ル所見 テ呈ス｡

鏡検 スルニ滲出性病攣ハ禰蔓性ニシテ且ヅ廣i範

園二亙ル｡各 肺胞ノ・著 シグ璋張 シ多量 ノ蛋白質

ご富 メル漿 液 性 物 質 二依 リテ充 満 セ ラル｡該 物

質 ノ・「エ オ ジ ン」ニ テ平 等 二淡 赤 染 セラ ル ・モ、
ヤぢ

所々微細網歌テナシWeigert氏 繊維素染色テ

施 セルニ錫陽性 ラ示 セリ｡叉 該滲出液中二多核

白血球、及 ビ軍核大細胞 ノ遊走ヲ認 メ、特二結

核菌塊 ヲ園 ミ白血球ハ花環欺 二蝟集セルモ、呼

吸小氣管枝テ中心 トシテ最モ著明二認～ラレタ
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リ,血 管系統二於ケル病攣中充血ハ極 メテ高度

轟登現 セリ｡即 チ肺胞間質内毛細血管 ノ・怒張 シ

テ多鍛 ノ赤血疎二依 リテ充墳 セラレ、個々 ノ赤

血球ハ互二融合 シ境界ハ不明瞭 トナリ索状 テナ

セルモ ノ稀ナラズ、血管内被細胞ハ腫大 シ核ハ

楷 圓形乃至紡錘形 トナ リ、赤血球ハ細胞間隙ラ

通 リテ肺胞内二濾出 シ時二比較的大ナル出血竈

テ認 メタリ.叉 大小 ノ動脈及 ビ静脈ノ・共二籏張

シ内腔ハ少量 ノ白血球及 ビ軍核園形細胞ヲ含 メ

ル濃厚ナル血漿ニテ充 タサレ、内被細胞ハ腫大

シ内腔二向ツテ隆起 セリeI血管壁及ビ周園 ノ肺

胞壁結締織ハ共二水腫様髭粗 ヲ示 シ、血管周園

ハ多量 ノ赤血球 及 ビ少 量 ノ白血球浸潤 テ蒙ル

モ、血管壁ノFibrinoid一 攣性及 ビ血栓形成ハ

詮明 シ得ザリキ｡結 核菌ハ主 トシテ滲出細胞 ノ

多量ナル小氣管枝及ビ之 レニ鵬 スル肺胞内二多

藪護明セラレ、周邊部 ノ漿液 ヲ含 メル肺胞内ニ

テハ極 メテ少 サイ｡前 者二於テノ・結核菌ノ・多核

白血球二依 リテ包園セラレ小塊状二凝集 シ斯 カ

ル結核菌 ノ菌髄ハ所謂連穎粒状 テナシ=被染性ハ

減弱 セリ｡後 者 ノ肺胞 内結核菌ハ滲出細胞ニヨ

リテ囁i取セ、ラルレ・モノ多ク、 且ツ菌縁豊ハ痩削断

裂 シ被染牲モ亦正常 ト異 リ青乃至紫染セラル｡

叉菌禮ハ穎粒歌 ヲナセル等攣性鵬壊二陥 レルモ

ノ多 シ｡

Nr.2氣 道内結核再感染4日 目所見(Ad.0・5c・c・

4x)

雨肺臓ハ著 シク大 トナリ、表面ハ稽 ≧赤色ニシ

テ平滑、硬度 ノ檜加 ヲ認 ム｡割 面 テ見ルニ右肺

ハ三蹄葉共二悉 ク禰蔓性肺炎像 ヲ示 シ灰白色ニ

シテ所謂GraueHepatisation二 類似 ス｡左 肺

二於テハ病攣ハ稻 く弱 ク肺炎病竈部ハ限局性ナ

リ¢

組織學的二検索 スルニ肉眼的所見ニー致 シテ病

痩ハ極 メテ贋範園二亙ルe再 感染2日 後 二認 メ

シ肺胞内漿液性滲出物 ハ全 ク清失 シテ滲出細胞

之 レニ代ル｡該 細胞要素申最 モ主要 ナル軍核大

細胞ハ、核ノ・圓形叉ハ橘圓形ニ シテ比較的Ch-

romatin二 乏 シク淡染 シ且 ツ原形質 二富 ミ所謂

肺 胞 上 皮 ニ類 似 セ ル モ、 之等 ノ多 クハ 互 二融 合

シ胞 罷 境 界 ノ不 明 瞭 ナ ル モ ノ多 クZellketten

ヲ形 成 ス｡SudanIII染 色 ヲ施 セ ル ニ之 等細 胞

ノ胞 盟 ハ微 細 脂 肪 頼粒 二依 リテ充 満 セ ラ レ、 又

結核 菌 テ諺 明 セ リ｡爾 ホ之 等 滲 出 細胞 二混 ジテ

多核 白血 球 ノ滲 出 ヲ認 メ タ ル モ部 位 ニ ヨ リ量 的

二可 成 リノ差 異 テ示 シ、 結 核 菌 ノ小 塊 歌 ヲナ セ

ル部 位 二於 テハ 白 血球 ノ・花 環 歌 テナ シ且 ツ高 度

ノ攣 性 二陥 ル｡一 般 二滲 出細 胞 群 ト肺 胞 壁 トハ'

狭 隆 ナル 問 隙 ニ ヨ リテ明剣 二分 離 セ ラル レ ドモ

滲 出細 胞 ノ多 量 ナ ル部 位 二於 テノ・肺 胞 壁 ト密著

シテ境 界 ハ不 明瞭 ナ ル モ ノ少 ナ カ ラズ｡然 レ ド

モWeigert氏 弾 力 繊 維 染 色 テ施 セ ル標 本 二就

イテ検 索 スル ニ、 肺 胞 壁 揮 力繊 維 ハ障碍 セ ラル

・コ トナ ク肺 胞 像 ハ明瞭 ナ リ｡叉 格 子歌 繊 維 ノ

状 態 ヲ兇 ル ニ各繊 維 ハ納 く肥 厚 セ ル モ肺 胞 内滲

出 細 胞 間 二侵 入 セ ル所 見 テ認 メズ｡肺 胞 壁 ハ肺

胞 内滲 出 細胞 ノ士曾加 二 依 リ腿 迫 セ ラ レテ挾 細 ト

ナ リ、 之 二件 ツ テ毛細 血管 ノ・貧 血 性 トナ リ殆 ン

ド赤 血球 ヲ認 メ難 シ｡比 較 的大 ナ ル静 脈 ノ・寧 ロ

獲 張 シ内腔 二 白血 球 及 ビ輩 核 圓形 細 胞 ソ血 栓朕

沈 儀 テ認 ム｡血 管 壁 ハ 水腫 様 霧 粗 テ示 シ高 度 ナ

ル モ ノノ・微 細 繊 維 駄 二 疎 開 シ(Feinfaserige

Auflockerung)、 内被 細 胞 ノ・腫 大 シ内腔 轟向 ヅ

テ隆 起 セ リ｡血 管 周 園 二於 ケル細 胞 浸 潤 バー般

二輕 度 ニ シテ小 血 管 ニ テ ハ環 歌 ヲナ シ、 大血 管

二於 テノ・屡 丸淋 巴腔 テ結 節 状 二充 タ セル モ ノア

リ｡動 脈 病 攣 ハ静 賑 ト殆 ン ド同様 ナ ル モ程 度的

二稻 ζ賜 シ
｡

氣 管 枝 病 攣 ハ 小 ナ ル モ ノニ強 ク其 ノ内膣 ハ粘 液

様 物 質 、 多核 白血 球 及 ビ脱 淡 上 皮 ラ容 レ、叉 粘

膜 下結 締 織 内 二 多核 白血 球 ノ浸 潤 ヲ認 ム｡殊 二

呼 吸 小 氣 管 枝 二於 イテ ハ多 量 ノ白血 球 テ認 メ、

コ ノ中 二結 核 菌 テ謹 明 ス｡

結 核 菌 ノ沈 著 部 位 的 關 係 ハNr.1ト 全 ク同檬 ニ

シテ小 氣 管 枝 膣 、 肺 氣 胞 道 及 ビ之 レニ接 スル肺

胞 内 二認 メ ラ レ、 小塊 又 ノ、個 々二 分 離散 在 ス｡

之 等 ノ多 クノ・大 滲 出 細 胞 二依 リテ搬 取 セ ラ レ菌

艘 ノ・穎 粒 歌 ユ分 裂 又 ハ著 シク細 長 トナ ル｡被 染
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性 モ亦著 シク攣調テキタシ、染色性ラ失ヒタル

モノ或ハ「メチレン青」二好染 セルモノ等種々檬

々ナリ｡

Nr.3氣 道内結核再感染5日 自所見(Ad.0.5ca

5x>

左右肺臓ハ著 シク容積 ラ檜加 銃 表面及 ビ割面

共二嗜赤色ニ シテ血液及 ビ漿液二富ム｡右 肺病

愛ハ左肺 ヨリ強 久 上葉 ノー部 ラ残 シテ他ノ、悉

ク侵襲 セラレ、鰯知スルニ硬度ノ、増加 シ且ツ氣

容 二乏 シク所謂赤色肝攣iRoteHepatisation

二酷似 セリ｡鏡 検スルニ病獲ハ氣管 テ中心 トシ

テ現ハル ・モ禰蔓性二籏大 ス｡各 肺胞ハ濃厚 ナ

ル漿液性物質及ビ白血球、軍核大細胞等 ノ滲出

細胞 ヲ含 ミ、所々二出血竈 ヲ認 メタリ｡

結核菌 ノ多量沈著 セル呼吸小氣管枝及ビ周園ノ

肺胞腔ノ・特二攣性崩壊 セ ル 白血球ニ テ充 タサ

ル｡病 竈周邊帯バー般二液瞳成分 二富 メルモ

Fibrinノ 析出ラ認 メズ｡肺 胞間質ハ水腫様懸

粗二依 リ結締織細胞ノ・腫大 シ、且ツ多核白血球

ノ浸潤 テ蒙 リテ輕度二肥厚セリ.肺 胞壁毛細血

管ノ・肺胞内滲出細胞二依 リテ歴迫 セラレテ貧血

性ナルモ、滲出現象 ノ弱 キ部位二於 テハ却 ツテ

憤張セリ｡大 ナル血管ノ・壁 ノ髪粗化、内被細胞

ノ腫大及 ビ周園性園形細胞 ノ浸潤テ認 メタリ｡

結搾菌ハ呼吸小氣管枚 肺胞道及ビ之レニ連績
セル肺胞腔内滲出細胞中二護明セラル ・モ、攣

性像著明二現ハレ、菌艦萎縮、穎粒獣乃至断裂

テ認 メ、且 ツ被染性モ亦減弱 セリ｡

Nr.4結 核菌氣道内再注射後7日 目所見(Ad.

0.5casx)

肉眼的二観察スルニ肺臓二於 ケル容積及ビ硬度

ノ壇加 テ認メ、表面ハ灰白色ニ シテ微細ナル緻維

素様物質ラ蒙 ル｡割 面 テ見ルニ右肺 ノ肺炎像ノ・

極 メテ廣範園二亙 リ、上葉及ビ中葉 ノ前端 ノー

部テ残 シテ他ハ瀟蔓性二侵襲セラル｡病 竈ノ、平

滑ナ レドモ灰白色ニ シテ溜濁 シ、大葉性繊維素

性肺炎 ノ肝攣期ニー致 スレドモ穎粒状構造ハ認

メ難ク、散在性二黄白色 ノ乾酪壊死竈ヲ認 メタ

リ｡左 肺病愛ハ下葉 ノー部二限局 シ他ノ・殆》 ド

病攣 テ認 メ難 ク、肉眼的所見ハ右肺ニー致 ス｡

鏡検 スルニ病攣ハ禰蔓性二浸潤 シ、肺氣胞道及

ビ肺胞ハ共二滲出物 二依 リテ充墳 セラレ著 シク

籏張 セリ｡積 見 スルニ肺胞内滲出物ノ、緻維素性
一漿液性滲出液及 ビ多核白血球、軍核大細胞等

ノ細胞要素ヨリナリ、個 々ノ細胞 ノ量的關係ノ、部

位二依 リテ異ナル｡結 核菌 ノ多量ナル部位ハ多

核白血球ノ・著明二滲出 シ且ツ該細胞ハ攣性崩壊

シ原形テ止 メザルモノ多 シ｡結 核菌ヲ殆 ンド認

メザル部位ノ・專 ラ輩核大細胞 ヨリナ リ、原形質

ハ腫大膨化 シ胞艦 ノ境界ノ・不鮮明 トナリ或モノ

ノ、融合 シテ互態細胞 ノ如キ形態 テトル｡又Su-

danm染 色法二依 リテ検スルニ原形質内二大

量 ノ微細穎粒状脂肪ヲ謹明 セリ｡興 味 アルハ病

攣 ノ最モ高度ナル呼吸小氣管枝及 ビ肺胞腔内滲

出細胞ハ攣性崩壌 シテ無構造物質 トナリ乾酪i墜

性 ノ初期像 ラ呈 スルニアリ｡之 等滲出細胞間二

介在 セル肺胞間質ノ・結締織細胞 ノ腫大及ビ白血

球 ノ浸潤二依 リテ肥厚 セリ｡弾 力繊維バー般二

病慶 ヲ呈セザルモ肺胞像 ノ不明瞭 ナル部位二於

テハ断裂 セリ｡肺 胞壁毛細血管ハ肺胞内滲出細

胞 ノ檜加二依 リテ墜迫セラレテ貧血性 トナ リ、

反之、比軟的大ナル静脈ノ・著 シク籏張 シ、内腔

二赤血球 ノ外二白血球及ビ大軍核細胞 ヲ認 メ之

等ハ血管壁二血栓歌二附著 セリ｡血 管壁ノ・霧粗

トナ リ微細繊維状二疎開 シ(feinfasergeAuflo-

ckerung)内 被細胞ハ腫大 シテ内腔二隆起セリ、

血管周園二於 ケル 圓形細胞 ノ浸潤ハ輕度ナル

モ、大血管周園淋巴腔ハ淋巴球ニヨリテ結節駅

二充 タサル｡結核菌ノ・前記諸例 ヨリ更 二減少 シ、

攣性崩壊セル細胞内二辛 ウジテ謹明セラレ、菌

盟 ノ慶性崩壌著明、被染姓 モ亦滅弱 シ且ツ嗜盤

基性 トナリ青紫染セルモ ノ稀ナラズ｡其 ノ細胞

禮内二囁取セラレタルモ ノニ於テハ微細穎粒}伏

又ノ・繊細 ナル緕屑状 ヲナ シ其 ノ鑑別ノ、困難ナリ

Nr｡5氣 道内結核菌再注射7日 目所見(Ad.0.5

c.a7x)

肉眼的所見ノ・前例同様肺臓容積及ビ硬度ノ・著 シ

ク増加 シ、割面ハ大葉性繊維素肺炎 ノ灰白肝慶
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期二類似 セリ｡

鏡検スルニ病攣ハ禰蔓性ユ シテ各肺胞ハ軍核大

細胞 ヲ主罷 トセル滲出細胞群ニヨリテ充墳 セラ

レ、 時二 少量 ノ漿液 性物質 及ビ赤血球 テ混ゼ

リ.病 攣ハ小氣管枝テ中心 トシテ最モ高度二螢

現 シ、此腿 二於テノ、滲出細胞ハ憂性崩壊 シテ全

ク無横造物質 ト化 シ肺胞壁モ共二侵襲 セラレ肺

胞像ノ・明覗セザルモノ多 シ｡之 レヲi琿力繊維染

色二依 リテ検 スルニ病竈中心部二於テノ、噺裂浦

失乃至染色力不良ナレドモ周邊部肺炎竈二於 イ

テハ正常 ノ如ク明瞭 二謹明セラレタリ｡血 管系

統 ノ病攣 テ見ルニ、肺炎竈中ノ毛細血管ノ・肺胞

内滲出物二依 リテ歴迫 セラレテ全 ク赤血球テ含

マズ｡然 レドモ比較的大 ナル細葉間血管ノ・ムシ

ロ籏張 シ、散在性小削U竈 テ認 メタリ.血 管周
ツ

園 ノ圓形細胞浸潤ハ著明ナラズ.氣 管枝病漿ノ・

比較的小ナルモノニ彊 久 氣管枝腔ハ悉 ク漿液

及 ビ白血球 ヲ容 レ、粘膜上皮細胞 ハ腫大剥離 セ

リ¢

Nr・6氣 道内結核菌再注入後13日 目所見 くAd.

O.5c.c.7x)

右肺ハ容積及 ビ硬度テ増加 シ、全表面ハ悉 ク繊

維素様物質ニテ被覆セラル｡割 面 ノ色謁ハ灰白

色ニシテ所々黄灰色テ呈 シ、所謂乾酪性肝攣 ノ

初期像ニー致 ス｡

鏡検スルニ呼吸小氣管枝、肺氣胞道及ビ肺胞ノ・

悉 ク滲出細胞 二依 リテ充 タサ レ、杢虚ナル肺胞

ハ殆 ンド護明 シ得ザリキ.滲 出細胞ノ・軍核大細

胞 ヲ主艦 トシ白血球ハ結核菌沈著部位二多量謹

明セラル.乾 酪攣性ハ氣管枝 テ中心 トシテ嶋喚

状乃至地圃歌 テナシテ著明二壷現 シ、此塵二於

クル滲幽細胞ハ髪性崩壌 シテ無構造物質 ト化

シ、無藪 ノ核破辞物及ビ重屈折性脂肪 ヲ含 メリ｡

肺胞壁ハ此 ノ中二埋浸 シテ壊死二陥 リ細胞核ハ

潰失 シEosin二 好染 セリ｡乾 酪竈ハ肺炎層二接

緬 シ、増殖性病攣轟見 プル ・ガ如キ類上皮細胞

ノ形成ハ護明 シ得ズ｡乾 酪性壌死 テ免 カレタル

部位 ノ肺胞腔ハ大量 ノ輩核大細胞 ラ容 レ、該細

胞ハ融合 シテZellkettenテ 形成 シ、或ハ所謂

大 滲 出 細胞 ニー致 ス ル形 態 ヲ示 セル モ ノ少 ナ カ

ラザ ル モ、 之等 滲 出細 胞 二伍 シテ紡錘 形 ニ シテ

「ク ロマ チ ン」二 富 メ ル結 締 織 細 胞 ノ侵 入 テ認

メ、肺 胞 内滲 出物 ノ機化 現 象 ノ初 徴 ヲ肯 定 セ シ

ム ル像 二接 セ リ｡叉 一部 二於 テハ肺 胞 間質 ハ 間

質 細 胞 ノ檜 殖 及 ビ小 圓形 細 胞 ノ浸 潤 ユ依 リテ肥

厚 シ、 肺 胞 膣 ハ之 レガ タ メ歴 迫 セ ラ レテ独隙 ト
で

ナ リ、 壁 細 胞 ノ、椴 子 形 ヲナ シテ 内腔 二隆 起 セル
●

モ ノア リ｡

血 管 系 統 二於 ケル病 攣 ハ乾 酪 攣 性 竈 二近 キ部 位

二 於 イテ最 モ著 明 二現 ハ レ、 静 脈 周 園 ノ圓形 細

胞 ノ浸 潤 ハ更 二 内部 二進 ンデ 内膜 下 二達 シ、 内

腔 ノ・殆 ン ド閉 塞 セ リ｡叉 動 脈 二於 テハ 内膜 下結

締 織 ハ壇 加 シ411月形 二肥 厚 シ、 中 二少 量 ノ血漿

及 ビ小 圓形 細 胞 テ認 ム｡乾 酪 竈 二 於 テハ比 較 的

大 ナ ル血 管 モ壌 死 二 陥 リ、血 管 壁 ノ・Eosin二

好 染 シテHyalinoid… 攣 牲 二類 似 ノ所 見 テ呈 セ

リ｡結 核 菌 ノ・乾酪 竈 二極 メ テ多 ク弱 鑛 大 二依 リ

テ既 二 明瞭 轟 読 明 セ ラ レ菌 ハ 大 小種 々 ノ聚 落歌

ラ ナ シテ散 在 セ リ｡乾 酪 竈 周 園 ノ細 胞 浸 潤 層 二

於 テノ・禰 蔓性 二散 布 セ ラ レ、 多 クハ細 胞 胞禮 内

二識 明 ヒラ レ
、 組 織 間 隙 二介 在 スル モ ノハ少 数

ナ リ｡菌 艦 バ ー般 晶 太 ク 長 ク輕 度 二 轡 曲 シ、

Carbolfucksin二 依 リテ美 麗 二赤 染 セ ラ レ登育

ノ旺 盛 ナ ル モ ノ多 シ,肺 胞 内滲 出細胞 二於 イテ

ハ菌 ハ殆 ン ド認 メ難 ク、 稀 二胞 盟 内二微 細 穎粒
'糊 犬三崩 壌 セル モ ノヲ誰 明 セ ル ニ過 ギ ザ リキ

｡

肋 膜 壁 ノ・繊維 素 、 白叢R球及 ビ大 輩核 細 胞 ヨ リナ

ル滲 出物 テ 蒙 リテ 肥 厚 シ、 結 締 織 ノ・膨 化 シテ

Eosin二 赤 染 シFibrinoid-一 攣 性 テ示 セ リ｡

Nr.7,Nr.8氣 道 内結 核 菌 再 注 入 後21日 目所
ノ

見 ぐAd.O.5c.c.7x/

雨 者 ハ 肉眼 的 及 ビ組 織 學 的 二殆 ン ド同一 所 見 ヲ

呈 セル故 一一一括 シテ記 述 セ ン｡

肝 臓 ノ容 積 及 ビ硬 度 ハ依 然 増 強 シ、 其 ノ表面 ハ

繊維 素様 物 質 ニ テ被 覆 セ ラル｡劇 面 ハ 灰 白色 ナ

レ ドモ乾 酪攣 性竃 ノ、益 ≧籏 大 シ且 ヅ軟 化 シテ刀

尖 エ テ容 易二 掬 取 シ得 タ リ｡

鏡 検 スル ニ肺 炎像 ハ 肉 眼 的 ユ1彌蔓 性 二籏 大 セル
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モ、氣管枝 テ申心 トシテ竈病歌 テナセリ｡乾 酪

攣1性ハ可成 リ大 トナリ地圖歌ラ呈 シ、細胞要素

ノ・攣性崩壊 シテEosin工 淡赤染セル穎粒歌無

構造物質 ト化 シ、一・部軟化溶解セリ.之 レニ接

スル周園組織二於 イテハ類上皮細胞、類淋巴球

及ビ結締織細胞 謎リナル非定型 的結核肉芽組織

ノ形成ラ認 ムルモ微弱ニシテ、乾酪竈 ヨリ漸次

肺炎像二移行 ス.此 塵二於 ケル各肺胞腔ハ濃厚

ナル漿液性物質及ビ大滲出細胞 テ含 メリ｡海助

繊維染色法 デ施 セル標本ニテ検 スルニ、乾酪竈

ノ弾力織維ハ伸展 シテ所々噺裂 セルモ比較的良

好二識明セラレ肺胞像テ明覗 シ得ルモノ多 ク、

周園 ノ肺炎竈二於テノ・殊二明瞭 ナリ｡嗜 銀性繊

維バー般二肺胞壁聞質二増加セルモ滲出細胞中

ニ侵入セズ｡更 二氣管枝テ検セルニ悉 ク炎症像

テ示 シ、粘膜上皮細胞 ノ脱落、粘膜下結締織内

細胞浸潤等 ヲ認 メタリ｡血 管系統二於 ケル病攣

ヲ見ルニ、乾酪竈二於テノ・血管モ共二荒慶 シ之

レテ識別 シ得ズ、肺炎竈二於ケル静脈壁周園ノ・

淋巴球、輩核圓形大細胞ニヨリテ外套駄二包園

セラレ、更二該細胞浸潤ノ、内膜下二達 セリ｡内

膜下結締繊維ハ水腫様膨化ニヨリ髭粗 トナル｡

動脈内膜モ亦結締織性二肥厚 シ、微細繊維ハ渦

歌ラナ シテ内腔 ヲ園 メリ｡

結核菌ノ・益 ≧檜加 シ殊 二乾酪竈 ノ軟化崩壊 セル

部位二特二饒多ナリ｡菌 腱ノ・其 ノ形艦及 ビ被染

牲共ニ旺盛ナル嚢育像 テ示 セルモ、中ニノ・攣姓

崩壌 セルキノ少ナカラズ｡乾 酪竈周閲 ノ霧粗ナ

ル肉芽組織中二於テ結核菌ノ、細胞 ノ配列ニー致

シテ多量讃明セラレ、恰 モ乾酪竈中亭於 イテ壇

殖セル菌ハ漸次周園二傳播セラル ・ガ如キ所見

テ呈セリ｡更 二周邊部 ノ肺胞腔内滲出細胞中二

於テハ結核菌ハ極 メテ微量ナル、

Ar.9氣 道内結核菌再注射後60日 目所見(Ad.

0.5c.q7x)

右肺 ノ容積及ビ硬度ノ・著明二増加 シ、肺表面ノ・

塊歌二隆起セリ｡上 葉 ノー小部 分ノ・暗赤色ナル

モ他ノ、悉 ク灰白色ナリ｡罰 面ハ乾酪性肺炎 ノ像

テ示 シ、 更二興味 アルハ 他 ノ部分二 大ナル室

洞 形 成 ラ認 メ タル黙 ナ リ.室 洞 ハ上 葉 二位 シ、

5×2cm生 大 キサ ヲ有 シ卵 圓 形 、 察 洞 内容 ハ 全

ク室虚 ニ シテ、 壁 ノ、李滑 ナ ル モ血 管 ヲ含 メル太

キ結 締 織 索 ハ 梁 状 ヲナ シテ室 洞 ヲ貫通 セ リ｡鏡

検 スル ニ肉 眼 的 所 見 轟一 致 シテ極 メテ廣 汎 二亙

ル乾 酪 壌 死 竈 ヲ認 ム.細 胞 核 ハ微 細 穎 粒 歌 二崩

解 シテ均 等 性 無構 造 物 質 ト化 シ、 コ ノ中央 部 ニ

ー 致 シテH乞matoxylin二 濃 紫青 染 シ地 圖 状 テ

呈 セル美 麗 ナ ル 石灰 沈著 竈 ヲ認 ム ル モ ノナ リ.

コ ノ乾 酪 竈 二接 セ ル部 位 二於 イ テハ肺 胞 ノ、殆 ン

ド認 メ難 久 毛 細 血 管及 ビ小 氣 管 枝 ノ新 生 テ有

スル非 定 型 的 結 核 肉 穿組 織 ノ檜 殖 ヲ認 メ タル ニ

過 ギズ｡室 洞 壁 テ兇 ルニ壁 ノ、平滑 ニ シテ無 構 造

ノ乾 酪 性 物 質 ヨ リナ リ、 細胞 浸 潤 乃至 ハ結 節 形

成 ノ・全 ク謹 明 シ得 ザ ル モ ノナ リ｡室 洞 中 ラ貫 通

セ ル血管 壁 ノ・結 締 織 性 二肥 厚 シ同 時 二小 圓形 細

胞 ノ浸 潤 テ蒙 ル.室 洞 ト交 通 セ ル大氣 管 枝 腔 ハ

乾酪 性 崩 壌 物 質 ヲ充 タセ リ｡即 チ右肺 ノ、氣 管 枝

及 ビ血 管 結 締 織 以 外 ノ罹 患 肺 實 質 ハ悉 ク乾 酪 性

壌 死 二陥 リ其 ノ大 部 分 ハ軟 化溶 解 シテ室洞 形 成

テ螢 メル モ ノ ト看 倣 シ得 ル ナ リ｡左 肺 病 攣 ノ、右

肺 ト類 似 セ ル モ爾 ホ肺 胞 内二 大滲 出細 胞 及 ビ濃

厚 ナ ル漿 液 ヲ認 メ得 タ リ｡更 二 血 管病 憂 テ見 ル

ニ、 血管 内膜 ノ・細 胞 二乏 シキ霧 粗 ナ ル結 締 織 繊

維 ノ檜 殖 ム ヨ リテ肥 厚 シ、 且 ツ血 管 周 園 ノ結 締

織 ル・水腫 様 膨 化 二依 リテ、 各 繊維 ノ・網 朕 二疎 開

シ中 二多 量 ノ圓形 細 胞 ノ浸 潤 テ認 メ タ リ｡

Nr.11氣 道 内結核 菌 再注 射 後71日 目所 見(Ad.

0.5¢.c7x)

雨 肺 臓 ノ容積 ハ著 明 二増 加 シ、 殊 二右 肺 ノ・顯 著

ニ シテ正 常肺 ノ激 倍 二達 ス(8×3.5×3.5cm) e

肺 臓 表 面 ノ・鯵 血 ニ ヨル赤 褐 色 ル部 位 ト乾 酪 攣 性

ノ灰 白色 ノ部 位 トノ・錯 雑 ニ シテ複 雑 ナ ル色 調 テ

呈 シ、 肋膜 壁 ノ・肥 厚 漏濁 シテ繊 維 素 様 物 質 ラ蒙

ル｡割 面 ハ高 度 ノ乾酪 攣 性 テ示 シ正 常 肺 組 織 ノ・

全 ク認 メ難 シ｡更 二注 目 スペ キル・加 之 、 大 小 ノ

室 洞 形 成 テ多激 二認 メ、大 ナ ル モ ノノ・母 指 頭 、

小 ナ ルレモ ノノ・留 針 頭 大 ニ シテ之等 ノ・互 二交 通 セ

リ｡鏡 検 スル ニ 肉眼 的所 見 ニー 致 シテ極 メ テ高
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度 ノ乾酪攣姓 ヲ示 シ、細胞ノ・悉 ク微糸田穎粒状二

崩壊 シE・sif、a淡赤染セル無構 き物質 ト化 シ其

ノ中央部ニー致 シテ6灰 沈著竈 ヲ諦明ス｡,

室洞壁ハ平滑ニシテ無構造乾酪性物質ニヨリテ

構 成セラレ細胞要素ハ殆 ンド讃日月シ得ザルモノ

ナ リ｡之 二接緬 セル乾酪寵ノ・實二廣範二亙 リ肺

胞像ハ殆 ンド認 メ難 ク唯小葉間結締織 ノミ増殖

シコノ中二新生 セル小氣管枝及 ビ淋巴球乃至組

織球 ノ浸潤 ヲ襲見セリ.乾 酪憂性 テ免 カレタル

肋膜下組織中ニ多少 ノ肺組織 テ認 メ、肺胞 内二

濃厚ナ ル漿液性物質二混 ジ テ大滲出細胞滲出

シ、肺胞問質ハ結締織性二肥厚 シ毛細血管ハ怒

張 セリ｡大 小 ノ血管ハ結締織性二肥厚 シ且ヅ水

腫様膨化二依 リテ各繊維ノ・疎開 シ中二少量 ノ淋

巴球テ含 メリ｡更 二興味アルノ、斯 クノ如 ク肥厚

セル内膜結締織中二Eosin二 赤染 セル均等性
り

無構 造物 質 ノ沈 著 ヲ認 メ、 一 見Fibrinoid一 攣

性 二類 似 セ ル黙 ナ リ.該 物 質 ノ・Fibrin反 鷹 ノ・

陰 性 、vanGieson氏 染 色 法 ヲ施 セ ルニ黄 染 セ

リ｡叉 肺 胞 間 質 毛 細 血 管 内 二於 テ モ同様 ナ物 質

ノ・血 管 壁 二密 著 シテRyalinoid一 憂 性 テ想 ハ シ

ム｡結 核 菌 ハ乾 酪 竈 殊 二空 洞 壁 ニ恰 モ純 培 養 ノ

如 ク饒 多 二讃 明 セ ラ レ、 菌艦 ハ太 キ桿 状 ヲ呈 シ

且 ツCarbolfucksin二 赤 染 セ ル(活 動 型)モ ノ 多

ク、 之 レニ混 ジテ穎粒 形 乃 至被 染性 ノ減 弱 セル

モ ノ(退 行 型)モ 認 メ得 タ リ｡

Nr.12氣 道 内結 核 菌 再注 射 後78日 目所 見(Ad.

0.5c.97x)

右 肺 ノ・著 シ ク容積 ヲ増 加 シ(IO×4×4cm)、 表 面

ハ灰 白色 ナ レ ドモ所 々 二赤 褐 色 ノ部 位 テ認 ム｡

概 シテ平 滑 ナ レ ドモー 部 結 醐 犬二隆 起 セ リ｡割

面 ヲ見 ル ニ上 肺 葉 ハ全 葉 二亙 ル大 室 洞 二依 リテ

占 居 セ シ、 室 洞 壁 ハ菲 薄 ニ シテ嚢 状 ラ呈 シ、 其

ノ内面 ハ粗 雑 ニ シ テ崩 壌 セ ル乾 酪 性 物 質 二依 リ

テ覆 ハ ル、 叉 室 洞 中 二梁 歌 ラナ シテ遺残 セル∬皿

管 ハ著 シ ク肥 厚 シ弾 力 性 ヲ檜 加 ス｡中 及 ビ下肺

葉 ハ全 面 悉 ク乾 酪攣 性 二陥 リ、申 二血 管 、氣 管 枝

ヲ有 ス ル結 締 織 ハ曾 殖 シ樹 枝 状 チ ナ シテ走 行 セ

リ.此 塵 二於 テモ 纏指 頭大 ヨ リ小 豆大 ノ大 キ サ

ラ有スル多撒 ノ塞洞形成 ヲ認 メ、室盧ニシテ壁

ハ李滑ナリ.左 肺ハ容積 ノ檜加ハ輕度、表面ハ

暗赤色ナレドモ散在性二灰白色 ノ結節状 ノ隆起

そ認 ム｡割面ハ灰黄色ニ シテ少教 ノ室洞 テ認 ム.

鏡検 スルニ肉眼的所見ニー致 シテ高度ノ乾酪性

壌死 ヲ示 シ、細胞核ハ崩解 シテ微細穎粒 トナル｡

室洞壁ノ・無構造乾酪性物質 ヨリナリ所々二白血

球 ノ膿瘍状浸潤 ヲ認ム6下 肺葉二於 イテハ氣管

枝及 ビ血管周園 ノ結節織 ハ壇殖セルモ細胞要素

二乏 シク、繊維ノ・霧粗 ニシテ中二少量 ノ淋巴球

及 ビ嗜盤基性圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 ム、叉氣管枝

粘膜上皮ノ・椴千形或ハ園柱状ヲナシテ壇殖 シ腺

腫檬像ヲ呈セリ｡室 洞申二梁朕 ヲナセル血管テ

見ルニ内被細胞ハ腫大檜殖 シ且血管壁ハ結締組

性二肥厚 シ周園二圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 メタリ｡

病度ハ乾酪性壌死 ヲ主要 トシ類上皮細胞、亘態

細胞 ヨリナ ル檜殖性現象 ハ殆 ンド認 メ得ザリ

キ｡左 肺二於 イテハ乾酪竈周園二血管二富メル

肉芽組織 ノ壇殖 ヲ認 メ、陳萬ニシテ且小ナルモ

ノニ於 イテノ・類上皮細胞 ノ増殖及 ビ淋巴球 ノ浸

潤 チ認 ム｡叉 肺胞間質 ノ結締織ノ・檜加 シ、壁細

胞ノ・搬千形二檜殖隆起 シ中二漿液性物質、大滲

出細胞及 ビ白血球ヲ含 メリ｡血 管系統二於 ケル

病攣汐 見ルニ、小血管ハ著 シク籏張 シ赤血球二

依 リテ充墳 セラル・モ周園二細胞浸潤及 ビ血管

壁 ノ攣性々攣化 ヲ鋏如セリ｡大 血管壁ノ・結締織

性二肥厚 シー部膨化 シEosin二 赤染 シ、周園

ニノ∫、園形細控包ノ浸潤 ヲ認 メタリ｡

結核菌ノ・室洞壁二於 テノ・上記諸例二比 シテ遙カ

ニ少 ナク、專ラ小塊状 テナセル乾酪性物質中二

謹明セラレ、多核白リ血球及ビ圓形細胞層中ニハ

殆 ンド謹明 シ得ザ リキ｡菌 艦ハ活動型 ヨリ退行

型多撒 ザ占ム.然 レドモー般乾酪攣性竈二於テ

ノ・極 メテ多数誰明セラレ、殊 二軟化溶解二傾ケ

ル部分二著 シク、菌艦 モ活動型屯脇スルモノ多

シ｡、

Adrenalinヲ 併用セル経氣道的結核再感染例小

括

結核感作家兎 ノ氣道内二同結核生菌25mgヲ 再
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注射 シ、之 レト前後 シテ盤化Adrenalinチ 皮

下二反復注射スルトキハ結核性肺病攣ハ極 メテ

急激二且高度二誘嚢 セラル｡此 ノ際爾肺共二侵

襲セラル ・モ特二右肺二強 ク、病攣ノ、大葉性ニ

シテ各肺藁ハ禰蔓性二犯 カサレ、Adrenalin非

使用結核再感染例 ト大ナル差異ヲ示 ス｡肉 眼的

拉 ビニ鏡検的所見 ヨリ見ルニ攣化ハ滲出性病攣

テ主龍 トシ、定型的檜殖性病攣ハ最後迄殆 ンド

出現 スルコトナク、毎後期二於 イテ類上皮細胞ヲ

混 ゼル肉芽組織 ノ形 成 ヲ認 メタルニ過ギザリ

キ｡之 等右肺病攣ハ大略次 ノ四期二分類 シ得ル

モ ノナリ｡

1充 血期 ハ氣道内結核再感染後1～3日 二見

ラレ、全肺血管殊二肺胞壁毛細血管ノ・高度二籏

張 シ、各肺胞腔ハ漿液性繊維素性滲出液及 ビ多

核 白血球ニテ充 タサレ、殊 二結核菌 ノ沈著部 ニ
ー致 シテ白血球ノ・花環状テナセルモ、輩純有感

染 ノ際二見 ラレタルガ如キ大ナル膿檬状 ヲナ ス

コトナ シ.充 血 ノ極メテ高度ナル時ノ・出血ヲ起

スコト稀ナラズ｡

2肝 璽期 ハ再感染後5～7日 亙 リ、此 ノ時期

二於テハ肺胞 内滲出液ハ減少 シ輩核大細胞ノ・著

シク檜加ス、 コレガタメ肺胞壁毛細血管ノ、厘迫

セラレテ貧血性 トナ リ、肉眼的二割面ハ平滑.

灰白色ノ色調 テ示 ス｡

3乾 酪攣性期(7～60日)ハ 再感染1週 間後結

核菌 ノ沈著最モ多量ナル呼吸小氣管枝及ビ肺胞

内滲出細胞 ノ攣性壊死二始マル｡2週 間後乾酪

攣性ノ・檜強籏大 シテ地圖状乃至嶋喚状 ヲナシ、

肺胞内滲出細胞 ノミナラズ肺胞壁モ共二壊死二

陥リ無構造物質 ト化セルモ、弾力繊維染色法二

依 レバ繊維ノ染色ハ省可良 トシテ肺胞像ヲ識別

シ得ルモノナリ｡時 日ノ経過 ト共二壊死性病竈

ハ盆々籏大 シ末期 二於 イテハ氣管枝及ビ血管周

園結締識チ残 シテ他ハ悉 ク侵襲セラレ、時二肋

膜下組織ニ混 ジテ肺液竈 ノー小部分ヲ認ムルニ

過ギザリキ｡爾 此 ノ時期ニ於テノ・乾酪竈中二高

度 ノ石灰沈著ラ謹明 シ得タリ.

4空 洞形成期 再感染後60日 以上ヲ経過スル

トキ ハ必 登 的 二乾 酪 竈 ハ軟 化 溶解 シ室 洞形 成 テ

螢 ム｡其 ノ 小 ナ ル モ ノハ 母 指 頭 入 、 大 ナル モ

ノハ 上肺 葉 全 面 二亙 ル嚢 状 空 洞形 成 ヲ ナ スニ至

ル｡其 ノ組 織 學 的所 見 ヲ見 ルニ、 室 洞 壁 ハ無 構

造 ノ乾 醐 働 質 ヨ リナ リ結 核 菌 ノ・純 培 養 イ如 ク

謹 明 セ ラル｡小 空 洞 二於 テハ 白血 球 浸 潤 ハ輕 度

ナ レ ドモ、 大 ナ ル モ ノノ・膿 瘍 歌 ヲナ セ リ｡上 記

諸 時 期 ラ通 ジテ結 節形 成 ヲ主 禮 トスル増 殖 性 病

攣 ノ、殆 ン ド認 メ難 ク、 後 期 二於 イ テ氣 管 枝 及 ビ

血 管 周 園 テ中 心 トシテ非特 異 的 肉芽 組 織 ハ 増 殖

シ乾 酪 性壌 死竈 ヲ包 園 ス ル ガ如 キ態 勢 テ トル.

之 等 病 型 二慮 ジテ結 核 菌 ノ清 長 ラ検 索 スルノ・極

メ テ興 味 多 ク、 再 感 染1週 間 以 内 二於 イテハ 菌

ノ攣 性 崩解 ノ、非 感 作 例 ノ・勿 論 、Adrenalinヲ 用

ビザ ル軍 純 再 感 染 例 二比 シテ急速 ニ且 著 明 二現

ノ・レ殆 ン ド菌 ヲ護 明 シ 得 ザ ル モ ノナ リ(退 行 墾

性 期)｡然 ル ニ2週 間後 二 至 レバ菌 ノ}飛躍 的 二檜

加 シ、 乾 酪 竈 中 二聚 落 ヲ造 リ更 二周 園 二 向 ツ テ

散 布 セ ラル(増 殖 期)｡以 降 時 日 ノ経過 ト共 二菌

ノ・加 速 斐的 二檜 加 シ、 慮之 、 乾 酪 攣 性 モ亦 壇 強

セ ラ レ室 洞 壁 二於 テノ・恰 モ純 培 養 ノ如 ク護 明 セ

ラ レ、 再 ビ多核 白 色球 ノ多量 出現 ヲ認 ム｡然 シ

後 期 二於 テハ ゴ ノ室 洞 、 乾 酪 攣 性 竈 以 外 ニ ノ・殆

ン ド菌 テ謹 明 スル事 ナ シ.乾 酪攣 性 、 白血 球 、

菌 量 ノ三 者 ノ關係 ノ・室 洞 形 成 ノ嚢 生 二極 メ テ重

要 ナ ル故 、 項 テ改 メテ論 ぜ ン トス ル モ ノナ リ｡

尚非 感 作 例、Adrenalin非 使 用感作 例 ト ノ關係

モ亦 項 ヲ改 メ テ論 スベ シ｡盤

第2,表
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第四章 総括蛇 ビニ考案

以上ヲ以 テ余等 ノ家兎二於 クル経氣道的結核初

感染(第1編)再 感染(第2編)及 ビAdrenalin

併用再感染實験例(第3編 〉バ ー一先 ヅ終 了 セル

故、之等諸例 ノ實験成績 テ比較検討 シテ後大葉

牲乾酪性肺炎 ノ成立機轄二就 イテ考察 ヲ加ヘ ン

トス・
、

縄氣道的結核初感染二於 テハ、結核菌 ノ沈著セ

ル小氣管枝及 ビ肺胞腔内二漿液性物質二混 ジテ

多量 ノ多核 白血球及ビ少量 ノ軍核大細胞 ノ滲出

子認 ム｡該滲出性病疑ハ感作例二比 シテ輕度、且

限島牲ニ シテ間モナク清退 シテ此塵二類上皮細

胞 ノ形成二依 リ漸次檜殖性病攣二移行 ス｡結 核

結節 ノ形成ハ2週 間前後 セリ認 メ得ル ト難モ、

未ダ滲出型 トノ隔別明瞭ナラザルモノ多ク定型

的結節形成ハ約3週 間後二著明二現ハル｡其 ノ

組織學的構造ハ中心部二乾酪墜性、周園二類上

皮細胞及 ビ淋巴ノ球各層 ヲ讃明ス.其 ノ経過ハ

慢性ニ シテ病攣ノ、増殖型ヲ主 トス ル モ ノナル

モ、1ケ 月後滲笛性病漿 ノ襲現 ヲ認 メ、各肺胞

腔ハ漿液性物質、白血球及 ビ軍核大細胞ニテ充

サ レ肺胞壁毛細血管ハ籏張 セリ.此 レガ登現ハ

結核感作 ノ充分ナル時期ニー致 シ而 モ氣管枝 テ

中心 トセル黙 ヨリ、氣管枝内二檜殖 セル結核菌

ノ肺胞内ヘ ノ傳播、即チ艦内性重感染二因ルモ

ノヤ思惟セラル、以降此 ノ雨型ハ交互 二増強 シ、

生龍 モ亦之 レニ慮 ジテAllergieヨ リAnerg艶

更二Allerg{e二 移行スルモノナランモ、病攣

!・盆々複雑化 シ、乾酪竈ノ・軟化溶解 シテ逡ニノ・

察洞テ形成 シ増悪 ノー路ヲ辿ルモノナリ｡

氣道内再感染二於テノ・初期滲出牲病髪ハ初感染

例二比 シテ遙 轟力急激ニ且高度二誘嚢 セラレ.

氣管枝デ中心 トシテ竈病歌テナセ ドモ之等ハ互

二融合 シテ大葉性二傾 クモノナリ.血 管ハ著明

ナル充血ヲ示 シ、 各肺胞腔ハ多核白血球 ヲ含 メ

ル滲出液ニテ充 タサレ、殊 二該細胞ハ結核菌塊

ヲ園 ミ膿瘍駅ヲナセ ドモ速 カニ攣性崩解 シテ軍

核大細胞之 レニ代 リテ増加 ス、一方肺胞壁ニ於

イ テハ類 上皮 細 胞 ノ形 成 ノ、促 進 セ ラ レ2週 間後

定 型 的檜 殖 牲 結 笛 像 ヲ示 シ時 日 ノ経 過 ト共 二盆

々壇 強 ス｡結 核 菌 ハ再 感 染1週 間以 内 …於 イテ

ノ、1愛性 崩解 ニ ヨ リテ減 少 セ ル モ、2週 間 テ縄過

ス ル トキハ 比較 的急 速 二増 殖 シ、 乾酪 墜性 ハ苗

撒 ト不行 シ後 期 二於 イ テノ、軟 化 溶 解 シ多核 白血

球 ノ再 現 ト相 待 ツ テ此 虚 二室洞 形 成 ヲ螢 ム ニ至

ル｡他 方 結 核 菌 数 ノ減 少 セ ル病 竈 二於 イ テハ病

勢 ハ静 止 シ結 締 織 細 胞 ノ璃 殖 ニ ヨ リテ所 謂 繊維

性結 節 ヲ形 成 シ治 癒 二向 フ｡

氣 道 内再 感 染 二際 シテ同 時 二Adrenalinラ 併

用 ス ル トキハ 上記 ノ如 ク病 攣 ハ極 メ テ急激 二誘

登 セ ラ レ、且 炎 症 牲浸 潤 ハ 大葉 性 トナ ル.之 レ

ヲ輩 ナル 再 感 染{象二比 ス レバ遙 カニ病 竈 ハ廣範

ナ リe病 攣 ハ滲 出 性病 攣r多主艦 ト シ、 糞曾殖 性病

攣 ハ 弱 ク後 期 二非定 型 的 肉 穿組 織 ノ形 成 ヲ見 ル

ノ ミ｡肺 炎 ハ充 血 期 、肝 攣 期 、乾酪 攣 姓 及 ビ石灰

沈 著 期 、 室洞 形 成 期 ノ各期 テ隅 別 シ得 ル黙 ヲ特

異 トス.充 血 期 二於 テノ・肺 胞 毛 細 管 ノ著 期 ナ ル

充 血 及 ビ出血 二 加 ヘ テ、肺 胞 内 二外核 白血 球 チ

含 メル濃 厚 ナ ル滲 出液 ノ出 現 ヲ認 ム｡輩 純 再感

染 轟於 テル・多核 白 血 球 ノ・結 核 薗 ヲ園続 シテ所謂

Ansiedlungsherdeハ 明瞭1二識 別 セ ラ レタル モ、

Adrenalin併 用 例 二於 イテ ハ 白血 球 ノ・滲 出液 申

二遊 走 シ膿 瘍 形 成 ノ・不 明 瞭 ナ ルモ ノ多 シ｡斯 カ

ル肺 臓 テ 肉眼 的 二観 察 スル ニ容 績 ノ・著 シ ク壇 加

シ、暗 赤 色 轟 シテ血 液 二 富 ミ硬 度 ノ、増 加 シテ「ク

ル ー プ」性 肺 炎 ノ 赤 色 肝 攣 像 二酷 似 スル モ ノナ

リe充 血 期 ノ、極 メテ短 時 日(1～20)ニ シテ次 ノ

肝優 期 二 移行 ス,此 ノ時 期 二於 テハ大 輩核 細胞

ハ急 劇 轟糟 加 シテ肺 胞 腔 ヲ充 タ シ、肺 胞 壁 毛細

血管 ノ、駆 迫 セ ラ レテ貧 ∬E性 トナ リ肉眼 的 二灰白

色 トナ リ「クルー プ」性 肺 炎 ハ灰 白 色肝 攣 期 二酷

似 スル モ繊 維 素 ハ 多 カ ラズ細 頼 粒 歌 ヲ呈 セ ザル

黙 ラ異 ニ ス｡滲 出細 胞 ヲ見 ル ニ細 胞 核 ハ圓 形乃

至 楷 圓形 ニ シテChromatin二 乏 シキ モ ノ、叉

ハ梢 ㌃濃 染 スル等 様 々 ナ リ.一 般 ユ原 形 質 ハ豊

富 ニ シ テ中 轟脂 肪 穎 粒 及 ビ結 核 菌 ラ誇 明 ス｡叉
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細 胞 ノ形 態 ヲ見 ル ニ、漿 液 煙物 質 ノ多量 ナル肺

胞 二於 テハ液 中 二浮 遊 シテ所 謂 大滲 出細 胞 ノ形

態 テ ト リ、滲 出液 ノ少 量 ナ ル部 位 二於 テノ・該細

胞 ハ互 二接 綾 シZe}lkettenテ 形 成 シ｡時 ニノ、

融 合 シ テー種 ノ亘 態 細 胞 ヲ形 成 セ ル モ ノ稀 ナ ラ'

ズ｡之 レ ラ格 子歌 繊 維 染 色法 ニ テ検 セ ル ニ、 嗜

銀 性 繊 維 ハ肺 胞 壁 二獲 育 セル モ滲 出細胞 間 二侵

ス セズ｡次 二興 味 アル所 兇 ハ滲 出細 胞 ノ壌 死 轟

シテ、 主 トシテ結 核 菌 ノ多量 沈 著 セ ル呼 吸 小氣

管枝 及 ビ之 レニ接 績 スル肺 胞 腔 二兇 ラ レ、 輩 純

再 感 染 例 二比 シテ高 度 ナ リ｡然 レ ドモ其 ノ組 織

嫁 ハ全 クー致 シ滲 出細 胞 ハ脂 肪 攣 性 、 穎粒 状 崩

解 二 依 リテ無 構 造物 質 ト化 シ中 二核 破砕 物 テ含

ム｡VanGieson氏 榮 色 ニ テノ、黄 染 シ、此 ノ時

期 ニハFibrinノ 析 出 ハ殆 ン ド認 メ難 ク軍純 ナ

ルFibrinoid壌 死 ト組 …織像 ヲ異 二 大ル モー種 ノ

Allergie性 憂 化 テ 合併 セル壌 死 ト看 倣 ス ベ キ モ

ノナ ラ ン ト思 惟 セ ラル｡コ レ ト乾酪 性壌 死 トノ

幅 別 ハ前 者 二於 イテ ノ・結 核 菌 ハ 殆 ン ド謹 明 シ得

ザ ル黙、脂 肪 沈 著 ノ輕 度 ナ ル黙 、崩壊 蛋 白性 物 質

ノ凝 固性 ノ弱 キ黙 ヨ リ識 別 シ得 ラル ラル ・モ、

テ之 テ中 心 トシテ乾 酪 性壌 死 ノ登 現 スル トキハ

爾 者 ノ鑑 別 ハ全 ク不 可 能 ナ リ｡再 慮 置後2週 間

経 過 スル トキハー 時 殆 ン ド、清 減 セ シカ如 ク見

エ タル結 核 菌 ハ急 速 二檜 殖 シ病竈 中 ニ禰 藝性 二

播 布 セ ラ レ、 コ レニ俘 ツ シ乾 酪 攣 性 ハ著 明 二現

ハ レ、 時 日 ノ経 過 ト共 ニ漸 次 鑛 大 シ地 圖歌 ヲ呈

シ所 謂 乾 酪攣 性期 二移 行 ス｡コ レテ弾 力 繊 維 染

色 法 ニ テ検 スル ニ、 肺 胞 間質 二於 ケル弾 力繊 維

ハ噺 裂 セル モ全 ク 消失 セル モ ノナ ク 明 ラ カ ニ

肺 胞 像 ヲ認 メ得 タ リ｡此 ノ乾酪 攣 性 期 ハ 比較 的

長 ク約2ケ 月 間持 績 シ其 ノ中心 部 二多 量 ノ石 灰

沈 著 ラ認 ムル モ、 漸 次 軟 化 溶 解 シ テ室洞 形 成 テ`

蒼 ミ、 白血球 ノ浸 潤 ト相 持 ツ テ盆 々大 トナル｡

室 洞 ハ 上記 初 感染 及 ビ軍 純 再 感 染 二比 シテ極 メ

テ著 明 二 現 ハ レ、 大 ナ ル モ ノハ・上肺 葉 ノ全面 二

亙 リ空 洞 ノ内面 ハ乾 酪 性 壊 死 ニ ヨル無構 造物 質

ヨ リナ リ且 結 結 核 菌 ハ純 培 養 ノ如 ク多 量謹 明 セ

ラル｡斯 ク ノ如 ク経 氣 道 的 結核 再 感 染 二際 シテ

Adrenalinヲ 併 用 スル トキハ肺 病 攣 ハ輩 純 再感

染 二比 シテ肉眼 的 ノ ミナ ラズ組 織 學 的 ニ全 クー

攣 シ別個 ノ炎 症 ノ如 ク見 ユル モ ノナ リ.其 ノ最

モ根 本 的差 異 ノ・Adrenalin併 用 二於 テノ・殆 ン

ド滲 出性 病 攣 二終 始 シ、檜 殖 性病 攣 ハ甚 ダ輕 度

ナル 黙 ナ リ｡之 レガ成 立 機 轄 ノ解 明 ノ・第5編 二

於 イテ項 ヲ改 メテ論 ズ ル豫 定 ナ ル モ、 要 スル ニ

Adrenalinノ 作 用 二 依 り肺 血 管 ンニ 次 的 鯵 血 及

ビ透 過 性充 進 ヲ キ タ シ、 血 液 申 ノ液 龍 成 分 ハ 肺

胞 内 二移 行 シ、 之 レ ト共 二細 胞 要 素 ノ ミナ ラズ

抗艦 性物 質 ハ肺 胞 内 二移 行 シ、 一 方 抗 元 タル結

核 菌 ノ・血 管 内 ヘ ノ吸牧 ヲ阻 止 セ ラ レ肺 胞 内 二停
も

留 セ ラル ・モ ノ ト想像 セ ラル｡肺 胞 内 二於 ケル

抗 元 抗 購 ノ富化 局在 化 ノ・常然Allergie反 慮 ヲ

増 強 セ シ メ、 コ ノ結 果 滲 出性 病 攣 ハ輩 純 再 感 染

例 二比 シテ遙 カニ著 明 二 惹起 セ ラル ・モ ノ ト思

惟 セ ラル｡扱 テAllergie性 反 慮 ノ際 二見 ラル

・滲 出 性 病攣 ノ壇 強 ノ・血 管 障 碍 二蹄 因 スル ハ周

知 ノ事 實 ナ ル モ、 該 病 攣 ノ、軍 純 再 感 染 例 二比 シ

テ輕 度 ナ ルノ・如 何 ナ ル理 由 二依 ル カ ラ考 察 スル

ニ、上述 ノ如 クAdrenalinノ 藥 理 作 用 ハ肺 血 管

ノ鰺 血 及 ビ透 過 性 ノ充 進 テ促 進 シ、 血 液 ノ液 禮

成 分 ノ肺 胞 腔 内 ヘ ノ移 行 ノ・自働 性 ラ有 セザ ル菌

罷i(抗 元)ノ 肺 胞 壁 ヘ ノ侵 入 テ阻、止 シ、Allergie

性 反 磨 ハ肺 胞 腔 内 ニ ノ ミ限 局 シ、 血 管 一 結 締 織

二波 及 セザ ル タメ ト思 惟 セ ラル｡叉Adrenalin

併 用例 ニ於 テノ・滲 出 性病 攣 二亜 グ増殖 性 病 攣 ノ

極 メテ輕 度 ナ ルノ・全 ク同檬 ナル理 由 ニ依 リテ、

説 明 シ得 ベ ク、 帥 チ肺胞 壁 ヘ ノ結 核 菌 ノ侵 入 阻

止 セ ラル ・結 果 、 此 慮 二於 ケル 類 上皮 細 胞 ノ新

生 モ亦 困 難 トナ リ、 叉 一 方 肺 胞 内 二於 ケルAll-

ergie姓 攣 化 ノ}會強 二依 ル滲 出液 ノ増 加 ノ・肺胞

内軍 核 大 細 胞 ノ連 結 ヲ妨 ゲ随 ツ テ所 謂 肺胞 内結

節 形 成 テ困 難 ナ ラ シム ル タ メ ト解 セ ラル｡カ カ

ル 見 地 ヨ リAdrenalin併 用 二依 ル経 氣 道 的結

核 再 感染 例 ノ諸 攣 化 ラ考 察 ス ル ニ初 期 ノ肺 胞 内

滲 出現 象 ノ増強 ハ 全 ク檜 強 セ ラ レ タ ル肺 胞 内

Allergie性 反 慮 ノ結 果 ト看 倣 シ得 ベ ク、 結 核 菌

ル攣 性 崩 解 ノ著 明 ナ ルハ抗 元 ト シテ菌 ガ大量 浦
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費 セ ラ レ、 同 時 二滲 出細 胞 モ亦壊 死 二 陥 レル モ

ノ ト解 セ ラ ル｡若 シモ此 ノ抗 元抗 髄 反癒 二依 リ

再 注 射 セ ラ レ タル菌龍 ノ全 部 力抗元 ト シテ消 費

セ ラ レ タル トキハ病 慶 ハ此 慮 二於 イ テ停 止 シ治

癒 スベ キ モ、 實際 余 等 ノ例 二於 テノ・菌 ノ大 量 ヲ

使 用 セ ル タメ残 存 結核 菌 二依 リ病 攣 ハ更 二悪 化

ス｡再 感 染1週 間 以 内 二於 テ菌 ハ鏡 検 的 二殆 ド

護 明 シ得 ザ ル程 度 轟減 少 セ ルニ モ拘 ラズ、 菌 ハ

2週 問後 飛躍 的 二増 殖 シ量 的 ニ ノ、輩 純 再感 染例

ラ凌 駕 ス｡斯 ク ノ如 キ結 核 菌 ノ急 激 ナ ル檜 殖 ハ

初 期Allergie性 反磨 ノ檜 強、 換 言 一・/・レバ高 度

ノ抗 元抗 艦 反鷹 ノ結 果 肺病 竈 部 二於 ケル抗 艦 ハ

人 量 二清 費 セ ラ レ コ ノ結 果 局所 ガAnergie(無

防禦 甥犬態 二隔 レル爲 ト思 惟 セ ラル｡叉 … 方All・・

ergie性 反 懸 ノ結 果攣 性 崩 壌 セル滲 出細 胞 ノ壊

死 性 物 質 ハ 好 キ培 養 地 トナ リ 菌 ノ 登 育 ラ 助 長

シ、 カ クテ塘 殖 セ ル生 活 力 ノ旺 盛 ナ ル大 量 ノ結

核 菌 ノ・初 朔 二於 イ テボ 程 度 ノ障 碍 テ ウ ケ タル滲

出細 胞 乃 至 肺胞 間質 二作 用 シ容 易 二乾 酪 性 壊 死

二 導 ク モ ノ ト考ヘ ラル｡更 二限 リナ キ結 核 菌 ノ

堰 殖 ハ乾 酪 竈 ノ軟 化溶 解 ヲ惹起 セ シ人 此 ノ際

白血 球 ノ再現 ノ・盆 ミ之 レヲ促 進 シテ人 ナ ル室 洞

ラ形 成 セ シ ムル モ ノ ト思 惟 セ ラル ・モ ノナ リ｡

之 レテ要 スル ニ初 期 ノ著 明 ナ ル滲 出性 病 攣 ノ嚢

現 ノ、野 村 ノ ナ セルAdrenalin併ln二 依 ル血 清

Allergie性 肺 炎 ト根 本 二於 イ テー 致 シ、其 ノ獲

生 機 轄 ・・Adrenalinノ 血 管 作 用 二依 ル増 強 セ

ラ レタル結 核AIIergie性 反 癒 ノ結 果 ト解 セ ラ

ル 、モ、 後 期 ノ乾 酪 攣 性 及 ビ室 洞 形 成 ハ共 ニ コ

ノAllergie性 反 慮 二 依 リテ惹 起 セ ラ レタ ル組

織 攣 化 ヲ基 礎 トシニ次 的 二増 殖 セ ル結 核 菌 ノ直

接 的 作 用 二原 因 テ求 ム ル ガ妥 當 ナ リ ト思 惟 セ ラ

ルレ鼻

人饅 ノ大葉性乾酪性肺炎 トノ比較 人罷二見

ラル ・大葉性乾酪性肺炎ハ臨休的 ノミナラズ病

理解剖及ビ組織學的所見轟於 イテー般的肺結核

症 ト著 シク趣ヲ異ニシ特殊 ノ地位 ヲ占ムルモノ

ナリ.病 攣 ハ急激 二畿現 シ且大葉性ナル貼二於

イテ肺炎墜球 菌二依 リテ惹起セラル ・「クルー

プ」性 肺 炎 二酷 似 シ、其 ノ登 生 機 轄 モ 亦軟 テー ニ

ス ルレモ ノ ナ ラ ン ト豫 想 セ ラル 暁 ノナ ルレモ未 ダ

實験 的 二諦 明 磐ル モ ノ余 ノ寡 聞 ヲ以 テ之 レヲ聞

カ ズ、 近 時 「クルー プ」性 肺 炎 ノ嚢 生 デ肺 炎饗球

菌 二依 ル肺 組 織 ノAllergie牲 反 磨 二依 リテ解

明 セ ン トス ル モ ノ多 キ ヲ加 く}、實 験 的 二謹 明 セ

ン トセ リ｡之 レカ タ メ基 礎 實 験 ト シテ異 種 蛋 白

(血1鶴 感作 動 物 ノ氣 道 内 二 同抗 元 ヲ再 注 入 シ重

篤 ナ ルAllergie性 肺 炎 テ惹 起 セ シ メ タル モ ノ

ア リ｡之 等 諸 先 人 ノ實 験 成績 ヲ綜 合 観察 スル ニ、

該 病 攣 ハ急 激 二誘 襲 セ ラ レ、 肺 臓 ノ廣 範 閲 二亙

リ且 組織 學 的 二 肺 胞 内 滲 出現 象 ハ著 シ ク檜強

セ リ ト難 モ、Fibrinノ 析 出 ノ・弱 ク爾 病 慶 ノ各

時期 的攣 換 相 二於 イ テー 定 ノ差 異 ノ存 スル所 ナ

リ｡教 室 ノ野 村 モ亦之 レガ研 究 二著 手 シ、 氣道

内血 清 再注 射 ト前 後 シテAdrenalinヲ 併 用 セ

シ所 從 束 ノ軍 純 血 清Allergie控 肺 炎 ト異 ナ リ1

病 攣 ハ更 ニナ曾強 セ ラ レ炎症 牲 浸 潤 竈 ハ大 葉 性且

肺 胞 内滲 出液 中 二 多景 ノ繊 維 素 ヲ諦 明 スル等人

磯 ノrク ルー プ」性 肺 炎 二更 二近 接 セル病 攣 テ惹

起 セ シメ得 タ リ｡叉 教 室 ノ珠 玖 ノ・血 清 二代 フル

ニ肺 炎墾 球 菌 ヲ使 用 シ同様 ナ實 験 ヲ試 ミ之 レニ

類 似 スル 成績 テ得 、 更 二研 究 績 行 中 ナ リ｡余 等

ノ、野 村 珠 玖 ノナ セル 實験 成績 二鑑 ミ、 「クル ー

プ」牲 肺 炎 ト其 ノ嚢 生 状態 ノ類 似 セル大 葉 性乾

酪 性 肺 炎 モ亦 同様 ナ ル理 論 二依 リテ解 明 セ ラル

・二 非 ラズ ヤ ト信 ジ、 経 氣 道 的 結 核 再 感 染 二際

シテAdrenalinラ 使 用 セ シニ、 上 述 ノ如 ク軍

純 再 感 染例 二比 シテ滲 出性 病 攣 ハ異 鴬 二塘 強 セ

ラ レ充 血 期 一肝 攣 期 一 乾酪i鍵性 期 一 室 洞 形 成期

ト順 次 二嚢 現 スル等 人 膿 ノ人 葉 性 肺 炎 ト酪似 セ

ル所 見 テ確 メ得 タリポ 此 塵 二於 テノ・余 等 ハ實験

的大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 ト人 龍 二嚢 生 セル モ ノ トノ

間 二 如何 ナル差 異 ノ存 スル ヤヲ比 較 検 討 シ、併

セ テ其 ノ登 生 機 轄 ヲ論 ゼ ン トスル モ ノナ リ｡

文 献 ヲ按 ズル ニ大 葉 性 乾 酪 性 肺炎 ハ既 二古 クヨ

リ注 目 セ ラ レ、 結 核 症 ヲー 種 ノ悪 性 腫 瘍 ナ リ ト

思 惟 セル18世 紀 初 頭 二於 テ既 二La6nnecノ ・滲

出型(肺 炎)ト 増殖 型(結 節 形 成)ム 大 別 シ、 雨 者
9



第9號 】 武 田｡新 保=肺 結 核 症 二於 ケル 結 核Allergieノ 意義 483

ノ、本 態 的 二軍 一 ナル モ ノ ト看 倣 セ リ(一元 読)、

然 ル ニVirehowノ ・乾 酪 性 肺 炎 ラ純 梓 ノ滲 出性

肺 炎 トシテ檜 殖 性結 笛 形 成 ト本 態 的 二異 ナ ル モ

ノ トシテ(二 元 論)、Laennec一 元 論 ト封 立 セ

リ｡其 ノ後Villeminノ ・乾 酪 性 肺 炎 及 ビ結 節形

成 ノ雨 者 ヨ リ得 タル 材料 ヲ動 物 二接種 シ同檬 ナ

ル結 核 性 病 墜 テ惹 起 セ シ メ、 雨 型 ハ 本態 的 二全

ク同一 ナ リ ト主 張 シ、RobertKochガ 結核 菌

テ襲 見 シテ乾 酪 性 肺 炎ハ結 核 菌 二依 ル コ トヲ決

定 的 二謹 明 セ リ｡斯 クテ結 核 症 ノ病 原 ハ謹 明 セ

ラ レタル モ、 肉眼 的 及 ビ組 織 學 的 二複 雑 多岐 二

亙 ル病 型 ガ如何 ナル理 由 二依 リテ同一 結 核 菌 二

依 リテ惹 起 セ ラル ・ヤ ニ就 イ テノ・種 々論 議 セ ラ

レ現 今 二至 ル モ爾 不 明 ノ黙 少 ナ シ トセズ
｡古 ク

Orthノ ・同 一 結核 菌 二依 リテモ肺 胞 聞 質 二作 用

スル トキノ、檜 殖性 トナ リ、 肺 胞 腔 二於 イテノ、乾

酪性 肺 炎 トナル、 而 モ其 ノ組 織 學 的 特 長 ハ繊 維

素 性 肺 炎 二 見 ラル ガ 如 キ多 量 ノFibrin析 出及

ビ軍 核 大 細胞 ノ滲 出 ヲ特 長 トス ル モ ノ ナ リ ト

シ、Rie1ハ 該 肺 炎 ハ肺 臓 ノ廣 範 園 ヲ侵襲 シ、 乾

酪化 ヲ特 長 トスル繊 維 素 性 加 答 見 性 肺 炎 ナ リ ト

稽 セ リ｡BaumgaTtenノ 、實験 的研 究 ラ 根 縁 ト
み

シ、其少量結核菌二依 リテノ・檜殖型 トナリ、大

量結核菌ニテハ滲出性病墜 ハ強 ク且 乾酪化 ヲ

惹起セシメ得ル貼 ヨリ人艦 ノ大葉性乾酪性肺炎

ノ登生ニハ結核菌ガ廣ク肺胞腔内ニ分布 セラレ

肺胞上皮細胞 ノ脱落及ビ白血球 ノ滲出ラ招束 ス

ルモ間質二於 ケル類上皮細胞ハ之 レニ關興セザ

ルモノナ リト云 フ｡然 ルニFraenkelu.Torje

ハ多藪 ノ人屍 ノ乾酪性肺炎二就 キ精細ナル観察

テ行ヒ、同時二實験的二家兎二肺結核性病攣 テ

惹起セシメ雨者ヲ比較検討 セリ｡實 験的肺結核

症ハ限局性、檜殖型且慢性 ノ経過テ トリ人艦 ノ

乾酪性肺炎 ト異ナル黙 ヨリ、氏ノ、該病攣ノ、結核

菌自禮 ノ直接的影響 トハ看倣 シi難ク、寧 ロ結核

菌 ノ新陳代謝 ノ結果生 ゼル毒性物質 ノ作用ナラ
ゑ

ン ト推 論 セ リ
｡Or七nerノ ・乾 醐 生肺 炎 ノ初 期 二

於 テハ結 核 菌 ハ殆 ン ド読 明 シ難 ク、 「クル ・一プ」

牲 肺 炎 ト隔 別 シ難 螺 占ヨ リ肺 炎 襲球 菌 トノ混 合

感 染 ナ リ ト主張 シ、Ziegler.Czaplewsky,Au｡

frecht,LiebermeisterStrUmpe11氏 等 ノ・臨 林

的 観 察 及 ビ乾酪 化 ノ結 果 生 ゼル室 洞 内 二化膿 菌

ノ多 量 謹 明 セ ラル ・黙 ヨ リ混 合 感 染 設 ヲ支持 セ

リ｡欺 ク ノ如 ク結 核 症 二 關 ス ル智 識 ノ不 完 備 ナ

リ シ時 代 ノ・乾酪 性 肺 炎 ノ嚢 生 二關 シ信 ジ得 ペ キ

所 読 ラ螢 見 シ得 ザル モ 多少 ノ示 唆 テ受 クル モ ノ

ナ リ｡サ テ現 今 二於 ケル信 ジ得 くごキ大 葉 性 乾 酪

牲 肺 炎 ノ組 織 躍 的攣 化 ノ記 載 ヲ見 ル ニ、H.Be

itzkeノ ・乾 酪 性 肺 炎 ノ・先 ヅ肺 胞 問 質 ノ毛 細血 管

ノ著 明 ナル充 血 及 ビ水 腫 二始 マ リ、鏡 検 スル ニ

肺胞 膣 ノ、蛋 白質 二富 メル粘 稠 ナ ル滲 出 液 二依 リ

テ充 満 セ ラ レ爾 此 ノ外 二繊 維 素 及 ビ滲 出細 胞 テ

含 ム等 其 ノ組 織 像 ハ全 ク「クル ー プ」性肺 炎 ノ充

血 期 ニー 致 スル モ ノナ リ ト云 フ｡更 二極 メ テ急

速 二肝 攣 期 二移 行 シ、 肉眼 的 二割 面 ノ・乾 燥 シ、

淡 赤 灰 白色 稽 癩 糊 犬テ ナ シ全 ク「ク」・性肺 炎

ノ肝 攣 期 ニー 致 スル モ、 之 レヲ鏡 検 スル ニ本 質

的 二 異 ナ ル所 見 テ呈 ス｡即 チ肺胞 内二繊 維 素 ノ、

認 メ得 ル モ部 位 二依 リテ 其 ノ量 ヲ異 ニ シ、 或 部

分 二於 テノ・極 メテ多 量 ナ レ ドモ他 ノ部 位 二於 テ

ノ・全 ク鋏 如 ス｡然 シ乍 ラ根 本 的差 異 ノ・滲 出細 胞

ノ種 類 二在 ル モ ノニ シテ、 「ク」性 肺 炎 二極 メ テ

多量 護 理 スル多 核 白血球 ノ・唯例 外 二存 在 シ、 最

モ大 量 且 主 要 ナ ルノ・所 謂 大滲 出 細胞 ナ リ｡該 細

胞 ハ 小 ニ シテ圓 形 乃 至構 圓形 、 「クロ マ チ ン」ハ

禰 蔓 性 二配 列 シ、 且 一側 二偏 在 セ リ｡該 細 胞 ハ

大 部 分 ノ・MesenchymaleZelle二 由束 シ、 繊 維

素 ノ鋏 如 セル肺 胞 腔 ノ・大 滲 出 細胞 二 富 ミ、 其 ノ

胞 艦 ハ多 量 ノ類 脂 肪穎 粒 ヲ含 ム｡乾 酪 性 肺 炎 二

於 テハ 「ク」性 肺 炎 ノ如 ク肝 攣 期 ノ・融 解期 二 移行

シ、 肺 胞 腔 内滲 出物 ハ溶 解 吸牧 セ ラ レテ治 癒 ノ

傾 向 ノ・認 メ難 ク、病 攣 ノ・更 二進 展 シテ肺 胞 内滲

出細 胞 ハ肺 胞 壁 ト共 二乾酪 性壌 死 二隔 ル｡コ ノ

時 肺臓 割 面 ハ 肉 眼 的 二梢 ㌃乾 燥 シ穎 粒 状 ハ不 明

瞭 ニ シテ乾 酪 竈 ノ、潤濁 黄 色 ヲ呈 ス｡乾 酪 竈 ノ、肺

病 竈 何 レ ノ部 位 二於 テ モ平 等 二襲 現 スル モ ノニ

非 ラズ、散 在 性 二壷 現 シテ非 乾 酪 竈 ト不 規 則 二

入 リ罰 レテ介 在 スル モ ノナ リ ト云 フ｡鏡 検 スル

◎
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二乾酪竈二於 テハ組織 ハ完全ナル壌死二依 リ無

構造物質 ト化セルモ弾力織繊ハ可成 リ良 ク保持

セラレ之 レニ依 リ肺胞像ヲ認 メ得^ごク、叉其 ノ

軟化溶解ハ浸潤 シ束 レル多核白血球二依 リテ起

リ、室洞壁二多 クノ場合化膿菌テ諦明 シ得ルモ

ノナリト.又 部位二依 リテハ肺胞内滲出物中二

結締織細胞ハ侵入シ所謂機化現象 ヲ認 メ、時二

類上皮細胞及ビ亘態細胞 亨混入セル結核性肉様

攣 ノ像 ヲ認 ムルコトアリト云フ｡
一方Pagel及 ビHenke氏 等二依 レバ臨抹上

定型的大葉牲乾酪性肺炎 ノ所見ヲ示スニモ拘 ラ

ズ、剖瞼上氣管枝姓肺炎 ノ如 ク竈状ヲナ シテ現

ハ レ、之等ハ互二融合 シテ肺葉 ノ廣範園二亙ル

例 二遭遇 スルコト稀ナラズト云ヒ、之 レテ組織

學的二観察 スル轟初期ノ・加答兜性肺炎像ニ…致

シ、肺胞膣ハ脱落上皮、多核白血球等 ノ滲出細

胞 ヲ含 ミ、 且叉漿夜性成分ノ・速 カニ凝固 シテ織

維素 テ析幽スルモ時 日ノ纒過 ト共二之等肺胞内

滲出物ハ完全ナル乾酪壌死二陥 リ、該病竈ニハ

多量 ノ結核菌ヲ護明スルモノナリト云フ.ソ モ
　

ソモ乾 酪 性 肺 炎 ハ滲 出姓 病 攣 二始 マ リ直 チニ 乾

酪 攣 性 二隔 ル ヲ以 ツ テ特 長 トシ其 ノ病 竈 ノ大 小

二 依 リ病 理 解 剖 學 的 ニハ 夫 々細 葉、 小 葉 、大 葉

ノ三 種 二匿 別 シ得 ル モ提 度 的 差 異 ニ シテ本質 的

差 異 二非 ラザ ル モ ノ ト看 微 サ ル｡大 葉 性 ナ ル モ

ノハ 「クル ー プ」性 肺 炎 ノ姐 ク突 獲 的 二肺 葉 全 騰

ガ!卜等 ニ 侵 襲 セ ラル ・ヲ特 長 トスル モ ノ ナ ル

モ、 個 々 ノ病 竈 力氣管 枝 テ軍 位 トシテ現 ハ レ、

之 等 ノ、亙 二融 合 シテ大 奨性 トナ ル モ ノナ 日 解

スル者 モ見 受 ケ ラル｡佐 々木 ハ病 理 解 剖 塊 的 二

大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 ト診 断 セ ラ レタル モ ノニ就 イ

テ結 核 菌 ノ分 布 朕 態 ヨ リ検 索 セル所 、 病 竈 ハ 各

部 位 ハ …様 ナル構 造 テ有 スル モ ノニ非 ラズ、 氣

管 枝 ラ 中 心 ト シテ襲 現 セル 限 局 性 病 竈 ノ集 園 ヨ

リナ ル コ トラ指 摘 シ、 唯 大 葉 姓 肺炎 二於 テ ハ個

々 ノ病 竈 内 二結 核 菌 ノ多 量 ナ ル黙 ヲ異 ニ ス ル モ

ノナ リ ト云 フ.諸 先 人 ノ記 載 テ見 ル ニ 人屍 大 蛯

牲 乾酪 嫉 肺 炎 ハ肺 葉 ヲ卒 等 ニ侵 襲 スル モ ノナ ル

モ氣 管 枝 二於 テー 定 ノ病 壁 テ認 ムル黙 二於 イテ

一致 シ、該肺炎 ノ糞生ハ縄氣道的結核感染工依

ルコトハ疑フベカラザル事實ナリ.其 ノ病竃 ノ

大葉性ナルカ細 蛯性ナルカバ主 トシテ個膿 ノ結

核感作程度及ビ薗量二依 リテ決定セラレ、假令

大1榮牲 肺炎ハ細葉性乃至小葉性病竈 ノ集合 ト看

倣サル ・場合アランモ、之等各小病竈ハ時ヲ同

ジクシテ突糞性二惹起セラレ肺葉全膿二亙ルヲ

特長 トシ、個々ノ病竈力長時間二亙 リ逐次増大

乃至融 合シテ大漿性二移行スルモノニ非 ラザル

ベ}シ
ゆ

次 二 入膿 ノ大 葉 性 乾酪 性 肺 炎 ト余 等 ノ實験 的肺

炎 テ比 較 ス ル ニ、 余 等 ノ例 二於 ケル肺 韓墜 ハ上

違 ノ如 ク氣 管枝 ラ中 心 ト シテ嚢 現 ス ル モ大 葉 性

ニ シテ肺 葉 ノ、各部'ド等 二侵 襲 セ ラル、 且病 攣 ハ

充 血 期 肝 攣 期 乾酪 愛 性期 室洞 形 成 期 ト時

期 的 攣 換 テ示 ス黙 二於 テBeitzkeノ 記 載 セル人

艦 ノ大 棊 性 乾酪 性 肺 炎 ト大 要 二於 イテー致 スル

モ ノ ト云 フベ シ｡然 レ ドモ組織 學 的 所 見 ヲ仔細

二観 察 スル ニ爾 多 少 ノ差 異 ヲ認 ム ル モ ノニ シテ

之 等 二就 イテ論 及 セ ン｡第 一 ノ・初 期 二見 プル ・

肺 胞 内繊 維 素 ノ量 的 問 題 ナ リ｡余 等 ノ例 二於 イ

テノ・、 初 期 充 血 期 二於 イテ ハ肺 胞 壁 毛 糸ll脆管 ハ

充 血 著 明 ニ シテ肺 胞 膣 内 二 蛋 白質 二富 メ ル多量

ノ滲 出 液 ノ出現 ノ・認 メ タル モWeigert氏 染色

法 二 依 リ繊 維 素 反 慮 ヲ呈 スル モ ノハ比 較 的 微量

ナ リキ｡モ トヨ リ人龍 ノ大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 二於

イ テ緻 維 素 ノ大 量 登 現 ハ 「ク ルー プ」性 肺 炎 ノ如

ク必 須 的 要 素 ト看 倣 スベ キ ャ 否ノ・疑 議 ノ存 スル

所 ナ ラ ンモ先 人 ノー 様 二注 目 セル所 ナ リ｡Alle・

rgieノ 組織 學 的攣 化 ト シテ繊 維 素 ノ析 出 ノ・Fib-

rinoid攣 法 ト關聯 シテ重要 覗 セ ラ レ、 特 二實験

的血 溝Allergie性 肺 炎 二於 イ テ然 リ｡血 清感

作 家 兎 ノ氣 道 内 二 商血 清 ヲ 再注 射 セル場 合 惹起

セ ラ レ タル肺 ノAllergie性 炎症 ニ テハ繊緻 素

ノ析 出 ハ輕 度 ナ ル ハ諸 先人 ノ等 シク認 ムル所 ナ

リ,,野 村 ハ 此 ノ際Adrenalinテ 併 用 セル ニ 多

量 ノ繊 維 素 ノ出 現 ヲ認 メ タル モ余 等 ノ結 核 例 ユ

於 イテハ輕 度 ナ リキ、 斯 カル差 異 ハ抗 元 ノ質的

差 異 ニ 依 リテ読 明 スベ キ カ、1又ノ、Allergie性
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反 慮 ノ彊弱 二依 ル カバ 更 二考 究 ス ベ キ 問題 ナ

リ｡第 ニ ハ早 期 反 慮 トシテ ノ白血 球 ノ出現 ナ リ｡

余 等 ノ氣 道 内再 感 染 二於 イテ ハ部 位 戸 依 ツテ結

核 菌 ノ多 量 沈著 セル部 位 ニー 致 シテ白血 球 ノ・蜂

窩織 炎 状 乃 至 ハ膿 瘍 歌 ヲ ナ シテ浸潤 セ リ｡然 ル

ニ人 艦 ノ大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 二於 テ ハ早 期 反慮 ト

シテ多 核 白血 球 ノ多 量 出 現 ニスル ヤ否 二就 イテ先

人 ノ明確 ナ ル記 載 テ見 ザ ル モ ノナ リ｡余 等 ノ例

ヨ リ見 ル ニ多 核 白血球 ハ 再 感 染 直後1～2日 ニ

シテ銑 二攣 性 崩解 シ、 肝 攣 期 及 ビ乾 酪 攣 性期 二

至 レバ殆 ン ド浴 失 スル モ ノナ レペ 登 病後一 定

ノ時 日 テ経 過 セ ル人燈 ノ乾 酪 性 肺 炎 二於 イテハ

出現 セ ル白血 球 ノ・既 二清 失 セ ル モ ノ トモ思 惟 セ

ラル｡近 時結 核 病 竈 二於 ケル 白血 球 ノ意 義 テ重

要 視 ス ル者 多 ク(竹 内教授 等)、Konscheggノ ・

結 核 病竈 二於 ケル 白血 球 ノ存 在 ハ病 攣 ノ経 過 速

度 ト極 メ テ密 接 ナ ル關 係 チ有 ス ル モ ノニ シテ、

例 ヘ バ急 激 二現 ハ ル ・結 核 性謄 膜 炎 又 ノ・關節 炎

二於 イテ著 明 二見 ル ・コ トラ指摘 セ リ
｡叉 氏 ノ、

急 激 ナル進 行 テ示 ス乾 酪 性 肺 炎 ニ於 テ多量 ノ白

血球 テ認 メ タル モ其 ノ意 義 二關 シテノ・愼 重 二考

慮 ズ ベ キ コ トラ強 調 シ、 コ レハ該 肺 炎 ニ テ ノ・混

合 感 染 ラ全 面 的 二否 定 シ 得 ザ ル モ ノ+リ ト云

フ｡サ レバ人禮 二於 イテ急 激 ナ ル経 過 テ トル漿

液膜 系統 ノ結 核 性病 憂 ノ ミナ ラズ、 乾 酪 性肺 炎

二於 イテ モ初 期 二多核 白血 球 ノ大 量 浸潤 シ來 ル

コ トハ容 易 二豫 想 シ得 ル所 ナ リ
｡サ レバ コ レガ

嚢現 ノ意 義 二關 シテハ異 論 多 クー 定 ノ結 論 二 到

達 セザ ル モ、 余 等 ノナ セル實 験 成 績 ヨ リ見 レバ

Allergie性 反鷹 ガ 最 モ 重 要 ナ ルレ意 味 テ有 ス ル

モ ノ ト思 惟 セ ラ レ、 急 速 ナ ル進 行 テ示 ス結核 症

ノ嚢 生 二Allergieガ 最 モ重 要 ナ ル關 係 ラ有 ス

ル ト看 倣 サル ・今 日、 白血 球 ノ出現 モ 組 織 ノ

Allegie性 反 慮 二蹄 因 スル モ ノナ リ ト信 ぜ ラ

ル｡第 三 ハ肝 慶 期 二見 ラル ・肺 胞 内大 滲 出細 胞

ノ問 題 ナ リ｡肺 胞 内輩 核 大 細胞 帥 チ所 謂大 滲 出

細 胞 ノ組 織 墨 的 由 來 二就 イテノ・既 二 第一 編 二於

イテ詳 論 セ ル所 ナ リ.余 等 ノ實験 的 乾酪 性 肺 炎

二 見 ラル ・該 細 胞 ハ成 書 二記載 セ ラ ル ・ガ如 キ

定 型 的 形態 テ示 スモ ノ比 較 的 少 ナ ィ人 部 分 ハ寧

ロ類 上 皮 細胞 二近 ク、 各細 胞 ノ境 界 ノ・不 明 瞭 ニ

シテ互 二連結 シテZellketten乃 至 バー 種 ノ亘

態 細胞 ヲ形 成 ス｡斯 ク如 キ軍 ナ ル形 態 的 所 見 ヨ

リ細 胞 ノ本 質 的差 異 テ論 ズ ル ハ余 等 ノ贅 同 シ得

ザ ル所 ニ シテ、 該 細 胞 ハ脂 肪 攣 性 ニ ヨ リ速 カニ

乾 酪 性 壌 死 二 陥 ル等 多 ク ノ類 似 黙 ラ認 ム ル黙 ヨ

リ考 慮 ス ル トキノ・爾 者 ハ本 質 的 二 同一 細胞 系 二

属 ス ル モ ノ ト思 惟 セ ラ ル｡第 四 ハ血 管 病攣 二關

ス ル問題 ナ リ｡從 束 結 核 性 疾 患 二於 ケル血 管病

攣 二 關 ス ル研 究業 績 ノ・相 當 多数 二上 ル ト難 モ余

等 ノ研 究 命題 タル大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 二於 ケ ル血

管 病 攣 テ特 二取 リ上 ゲ テ研 究 ノ封 構 トセ ル モ ノ

ノ、勘〉シ｡R6ssle,Gerlach氏 等 二依 リテ禮 系 ヅ

ケ ラ レ タル組 織Allergieノ 形 態 學 的 攣 化 ガ血

管 一結 締 織 系 統 二於 イテ最 モ著 明 二獲 現 スル瓢

ヨ リ、 コ レニ立脚 シテ人罷 二見 ラ ル ・諸 種 疾 患

ノ壷 生 ニAllergieガ 關 與 ス ル ヤ否 ヤ ラ類 推 セ

ン トス ・レ者 盆 支多 キ テ加 ヘ タ リ｡大 葉 牲 乾 酪 性

肺 炎 ノ登 生 二結 核Allergie力 最 モ重 要 ナ ル意

義 テ有 スル モ ノ ト思 惟 セ ラル ・今 日、 人罷iノ乾

酪 性 肺 炎 二見 ラル ・血 管 病 攣 テ再 瞼討 シ、 且 實

験 的 二惹 起 セ シメ タル夫 レ ト ノ比 較 研 究 ノ・興 味

アル問 題 ナ リ｡Wietholdノ ・9例 ノ乾 酪鎚 性 ニ

就 イテ検索 セ ル結 果 血 管 病 攣 ノ・認 メズ ト云 ヒ、

Herxheimerモ 亦 該 肺 炎 ハ急 速 二経 過 ス ル タ メ

血 管 ハ何 等病 攣 テ蒙 ラザ ル モ ノナ リ ト云 フ｡然

シ此 ノ爾 氏 テ除 ケバ血 管 ニー 定 ノ病 壁 ヲ認 メ タ

ル モ ノ多 ク、Beitzke及 ビKaufmannノ ・何 レ

モ毛 細血 管 壁 ノ硝 子 様攣 性 、 小 血 管 ノ血 栓 形 成

テ認 メ、 慢 性 期 二於 イ テル・血 管 内膜 炎 二依 リテ

閉 塞 セ ラル ・モ ノナ リ ト云 フ｡Konscheggハ

40例aリ 得 タル 材 料 二 就 キ詳細 ナ ル 研 究 ヲ行

ヒ、 初 期 二於 イテ ノ・小 血 管 周 園 二淋 巴球 及 ビ輩

核 園形 大 細 胞 ノ浸 潤 テ認 メ、 乾 酪 化 ノ起 ル時期

二至 レバ病 攣 ハ更 と高 度 トナ リ内膜 下 エ モ淋 巴

球 、 「ブラ ス マ」細 胞 及 ビ軍 核 大細 胞 ハ浸 潤 シ、

叉 内膜 結 締 織 ノ、ルk腫様 霧粗 二依 リテ疎 開 シ中 二

繊 維 素 檬 物 質 ノ浸潤 デ認 ム ル モ均 等 性物 質 二攣
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ズ ルモ 生ナ リ ト云 フの 動 賑 二於 テ ハ 四管 周 園 二
の

結 締 織 ノ檜 殖 及 ビ圓 形 細 胞 ノ浸 潤 アル モ、 内膜

下 ノ細 胞 浸 潤 ハ外膜 ノ乾 酪 化 ノ超 ル ニ及 ビテ始

メ テ襲 現 ス ト構 ス.時 二 肉芽組 織 ハ外膜 ヨ リ弾

力 繊 維 ヲ破 ブ リテ 内膜 下 二達 シ内膣 ハ 之 レガ タ

メ閉 塞 セ ラ ル コ トア リ ト尊 乾 酪竈 二近 キ モ ノハ

血 管 内膜 下 二繊 維 素 ハ沈 著 シ之等 ハ融 合 シテ均

等 種物 質 トナ リAskanazyガ 結 核 性 謄 膜 炎 ユ

認 メタ ル ガ如 キHyalinoid-一 攣 性 ニ ー 致 ス ル

所 見 テ呈 シ、 叉 一 部 ノモ ルハ血 管 腔 ハ緻 維 素 及

ビ白血 球 ヨ リナ レル血 栓 二依 リ テ 閉 塞 セ ラ レ

Thromboendoarteriitisノ 像 ヲ示 ス ト云 フ.静

脈 二於 ケル病 攣 ハ動 脈 ノ夫 レ ト全 ク同 様 ナ ル モ

異 ナ ル黙 ノ、動 脈 二於 テノ、内膜 ノ攣 化 ノ、外膜 周 園

二乾 酪 化 ノ波 及 スル ニ及 ンデ始 メ惹 起 セ ラル ・

モ ノナ ル モ、 動 脈 二比 シテ迅 速 二登 現 シ且 結 締

織 ノ増 殖 ノ著 明 ナ ラザ ル黙 ヲ異 ニ ス ト云 フ｡之

等 血 管 ノ諸病 髪 ハ 乾酪 性肺 炎 ノ経 過 ト密 接 ナ ル

關 係 テ有 シ、 経 過 ノ緩 慢 ナル トキハ血 管 内膜 炎

ヨ リ乾酪 性攣 牲 二陥 リ、急 性型 ハ細 胞 浸 潤 ル・弱

久 最 モ急 劇 ナル モ ノハ 内膜 下 二繊 維 素 ノ沈 著

ハ認 ムル、毛細 胞 浸 潤 ハ ナ ク直 チニ壊 死 二陥 ル｡

サ レバ血 管 病 漿 ラ検 索 スル コ トニ依 リ乾 酪 性 肺

炎 ノ経 過 ヲ推 測 シ得 ル モ ノナ リ ト云 フ｡

教 室 ノ高 後 モ亦180例 ノ人 屍 肺 結核 症 ノ肺血 管

二見 ラ ル ・病 攣 ヲ・4型 二分 類 シ、 コ.ノ中比 較 的

新鮮 ナ ル滲 出 型 肺病 竈 二見 ラ ル ・小動 脈 内膜 下

二於 ケ ル繊 維 素 ノ沈 著(第1型)及 ビ稽 く陳 蕗 ナ

ル滲 出 性病 竈 部 ノ小動 賑 内膜 下 ノFibrinoid一

物 質 二類 似 セ ル 均 等 性 無構 造 物 質 ノ沈 著(第2

型)ハ 滲 出型 二最 モ 多 ク 見 ラル ノ事 實 ヨ リ蹄 納

シ該 血 管 病 攣 ハ結 核AUergieト 密 接 ナ ル關 係

アル可 キ ヲ豫 想 セ シ ムル モ ノナ リ トセ リ｡次 二

余 等 ノ實 験 的 乾 酪 性 肺 炎 二認 メ タル血 管 病攣 テ

再検 討 スル ニ、 充 血 期 二於 テハ 肺 血 管 ハ高度 二

籏 張 珂 且行 停 【ヒ及 ビ出 血像 テ認 メ血 液 ノ液 膿 成

ハ血 管 壁 ヲ通 ジテ肺胞 内二滲 出 ス.此 ノ時期 二

於 イテハ血 管 壁 ハ 霧粗 トナ ル モ細 胞 浸 潤 ハ輕 度

ナ リ.肝 攣 期 二移 行 ス ル ヤ肺 胞 壁 毛細 血管 ハ肺

胞 内滲 出物 二依 リテ歴 迫 セ ラ レ貧 血 性 トナ リ著

明 ナ ル病 壁 ヲ認 メ難 シ｡反 之 、比 較 的 大 ナ ル血 管

殊 二静 脈 二於 イテ ハ鯵 血 高 度 ニ シテ血 管 ハ 水腫

様 膨 化 ニ ヨ リfeinfaserigeAuHockerungノ 像

ヂ呈 シ、 内被 細 胞 ハ 腫 大 シ 内腔 二 向 ツテ 隆 起

ス.白 血 球 及 ビ輩 核 圓形 細 胞 ハ血 管 周 園 テ抱擁

シー 部 内膜 下 二浸潤 セル モ輕 度 ナ リ｡乾 酪 愛性

期 二至 ル ヤ血 管 周 園 ノ細 胞 浸 潤 ハ次 第 二檜 強 セ

ラ レ コ レ ト共 二水腫 様 二膨 化 セル血 管 壁 二漿液

性 物 質 ノ・輕 度 二浸 潤 ス｡2週 間後 乾酪 攣 性 ノ著

明 トナ ル ヤ血 管 内膜 下 ノ細胞 浸潤 ハ 盆 々著 明 ト

ナ リ血管 膣 ハ 之 レガ タメ著 シク狭 隙 け ルレ｡一一

部 血 管 内膜 下 二幼 若 結 締 織 ハ増 殖 シ半 圓形 二肥

厚 シ中 二少 量 ノ漿 液 性 物 質 ノ浸 潤 ヲ認 ム.乾 酪

竈 中 二於 ケル血 管 ハ壌 死 二陥 リ軍 ナ ル管 腔 トシ

テ認 メ ラ レEosin二 淡 赤 染 セ リ｡3週 間後 二於

テ ハ 新生 セル 内膜 結 締 織 繊維 ハ水 腫様 霧粗 化二

依 リテ疎 開 シ求 心 性 二 内腔 テ園 ム｡2ケ 月 後血

管 内膜 下 ノ ミナ ラズ 周 園結 締 織 ノ・更 二粘 液 攣性

二類 似 ス ル所 見 テ呈 シ、 濃厚 ナル漿液 姓 物 質 ハ

コ ノ中 二 牛 月形 テ ナ シテ浸 潤 シ恰 モFibrinoid

疑 性 ニー 致 セ リ,空 洞 中 二梁 状 ヲナ シテ遺 存 セ

ル血 管 壁 ノ・結 締 織 性 二肥 厚 シ、 又 氣 管 枝 周園 結

締 織 中 二 新生 セ ル毛 細 血 管 二硝 千 檬 物 質 ノ沈 著

ラ認 メ タ リ｡以 上 ノ如 ク實 験 的 乾 酪 性 肺 炎 二於

ケル血 管 病 慶 ハ先 ヅ充 血 及 ビ血 管 壁 ノ水腫 檬 霧

粗 化 二始 マ リ次 二細 胞 浸 潤 期 二至 ル｡細 胞 浸 潤

ノ・血 管 周 園 ヨ リ内膜 下 二及 ビ淋 巴球 、類 淋 巴球

等 主 要 ナ ル モ ノナ リ｡要 之 内膜 ハ結 締織 ノ増 殖

二依 リテ次 第 二肥 厚 セル モ
、 結 締織 ノ・細胞 要 素

二乏 シク且myxomat6S二 攣 性 シ コ ノ中 二漿液

性 物 質 ノ浸潤 二依 リFibrinoid一 攣 性 二類 似 ス

ル所 見 ヲ呈 セ リ｡斯 カ ル血 管 病 慶 ノ・軍 純 再 感 染

二比 ス レバ輕 度 ナルハ 既 逮 セ ル所 ナル モWie-

thold及 ビHerxhe{mer氏 等 ノ・人 禮 ノ急 性 乾 酪

性 肺 炎 二 於 イテハ血 管 ハ病 憂 テ蒙 ラズ ト云 フ記

載 工一一致 セザ ル所 ナ リ｡然 シ該 病 攣 ノ輕 度 ナル

原 因 ハ血管 ノ透 過 性 充進 ニ ヨ リ結 核 菌ハ 肺胞 腔

tl停 留 シ血 管 壁 二侵 入 シ難 キ ニ依 ル モ ノ5思 惟
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セ ラル｡之 レヲKonscheg9氏 等 ノ所 兇 二比 較

ス ルニ 、其 ノ血 管 病 攣ソ 時期 的 關係 二多 少 ノ差

異 ハ認 ムル モ個 々 ノ病 慶 二於 イテ可 成 リ ノー 致

鮎 ヲ嚢 見 シ得 ル モ ノナ リ.モ 下 ヨ リ人 禮 材料 二

於dテ ハKonscheg9モ 君 明 セル ガ如 クー 聯 セ

ル病 攣 ノ時 期 的推 移 ノ研 究 ハ 極 メテ至難 ニ シ

テ、殊 ニ同 一個 膿 ノ肺 病 墜 二於 イテ部 位 二依 リ

強 鶉 、 新 菖異 ナル タ メナ リ ト云 フ｡氏 ノ、初 期 充

血 期 二於 イテハ小 血 管 周 園 ノ結 締 織 中 二少 量 ノ

細胞 浸 潤 ヲ認 メ、 乾 酪 化 ノ開始 ト共 二細 胞 浸潤

ノ・檜 強 セル ・ ト云 フ黙 ハ 余等 ノ成 績 トー 致 ス
｡

此 レガ理 由 ハ初 期 肺 胞 内滲 出現 象 ハ血 管 ノ透 過

性充 進 二依 リ、 結核 菌 ハ肺 胞 内 二停 留 セル タメ

血 管 病攣 ハ 弱 ク、 時 間 ノ経 過 ト共 二滲 出 現 象 ハ

減 弱 シ肺 胞 内滲 出液 ノ・吸 牧 セ ラル、 此 レニ混 ジ

テ結核 菌及 ビ崩 解 性 物 質 ノ・血 管 壁 二達 シ血 管 病

髪 ノ寸曾弓墨セ ラル ・モ ノ ト思{整セ ラ ルレ｡Konsch-

eg9ハ 血 管 内膜 下 ノ細 胞 浸潤 ハ外 膜 ノ乾 酪 化 ノ

起 ルニ及 ビテ始 メ テ嚢 見 セ リ ト云 フモ、 余 等 ハ

外膜 ノ未 ダ乾 酪攣 性 ヲ示 サザ ル モ ノニ於 テ屡 ミ

嚢 見 セ リ｡叉 氏 ハ血 管 壁 二繊 維 素 様 物 質 ノ沈 著

ニ ヨ リAskanazyガ 結 核 性畷 膜 炎 二嚢 見 セ シ所

謂Ryalinoid攣 性 ニー 致 ス ル血 管 病 攣 ラ認 メb

高 後 モ亦 類 似 ノ攣 化 テ指摘 シ、 之 等 ハ早 期 二嚢

見 セ ラ レシナ ラ ン ト云 フ｡余 等 ノナ セル實験 的

乾 酪性 肺 炎 二於 イテノ・斯 カル病 攣 ノ・後 期 二認 メ

レ、而 モー 見Fibrinoid憂 性 二類 似 セ リ ト錐 モ

ラ繊 維 素 反磨 陰 性 、vanGieson氏 染 色 法 ニ テ

黄 淡 褐 染 シ且 攣 性 セル新 生 結 締 織 二見 ラ ル ・等

其 ノ性 状 ハ血 溝Allergie・ 性攣 化 二屡 ミ見 ラル

・FibrinoideQuellungト ノ・其 ノ成 因 テ異 ニ

シ、恐 ラ クノ、攣 性 セル結締 織 中 二浸 潤 セル漿 液

性 物質 ノ漸 次 濃縮 シ硝 子幽 頒 一攣 ゼルレモ ノ ト

思 惟 セ ラル｡一 般 二血 清Allergie性 肺 炎 二於

イテ肺 血 管 ノ攣 化 ノ輕 度 ナ ル モ、 驕 膜 、腸 管 二

於 テノ・血 清 、 結核 菌共 ニFibrinoid一 攣 性 ノ・著

明 二嚢 現 シ臓 器 二 依 リテ差 異 テ認 ヘ サ レ・櫛

臓 二於 テノ・血 管病 攣 テ基 準 トシテAllergie性

攣 化 テ追 求 ス ルハ 囲難 ナ リ｡

第 五 ハ石 灰 沈 著 二關 スル 問題 ナ リ｡上 記 ノ如 ク

余 ノ實験 的 乾 酪性 肺 炎 二於 イテ ハ乾 酪 期 二極 メ

テ多 量 ノ石灰 沈 著 ヲ認 メ 辱ル モ人 罷 ノ夫 レニ於

イテノ、殆 ン ド認 メ得 ザ ル所 ナ リ｡動 物 ノ實 験 的

肺 結 核 症 二於 テノ・容 易 二石 灰 沈 著 ヲ超 ス ノ・周知

ノ事 實 ニ シテ、 例 ヘ バ宮 田ハ 家 兎 二於 イテノ、結

核 初 感 染7週 間後 、Pagel及 ビVeraguthノ ・

海 猿 二於 イテ4～6週 間 後 、Orth,Robinowi・

tsch等 ハ 山羊 二 於 イテ 早 期 二石 灰 沈 著 ラ來 タ

スモ ノナ リ ト云 フざ 斯 ク ノ如 ク草 食動 物 ノ結 核

竈 ハ人 禮 二比 シテ容 易 二而 モ早 期 二石 灰 沈 著 ラ

起 ス コ トニー致 ス｡サ レバ 石灰 沈 著 ノ意 義 二 關

シテ ノ・異 論 多 ク、Stefko舟 田 、森 田、 藤 田氏

等 ノ、f{灰沈著 ニ ヨ リテ病 竈 ハ閉 鎖 固定 セ ラル ・

貼 ヨ リ之 レテ治 癒 現 象 ト看 倣 シ、Lubarschハ

人 、 牛 、豚 ノ石 灰 沈 著 竈 テ海 猿 二接 種 シテ病原

性 チ有 ス ル結 核 菌 ヲ誇 明 シ、叉 宮 田ハ 石灰 沈 著

竃 ト然 ラ ザ ル 部 位 二就 イテ 結 核 菌 ヲ 検 索 セル

ニ
、 雨 者 間 二差 異 ラ認 メ難 キ黙 ヨ リ石 灰 沈 著 ハ

菌 ノ死 滅 テ意 味 ス ル モ ノニ非 ラ ズ叉治 癒 現 象 ト

ノ・一 定 ノ關 係 ヲ認 メ難 シ ト云 フ｡余 等 ノ成 績 ヨ

リ見 ル ニ石灰 沈 著 竈 ト然 ラザ ル乾 酪竈 二於 ケル

菌 量及 ビ形態 ニー 定 ノ差 異 ノ、認 メ難 ク、 且軟 化

溶 解 シテ室洞 形 成 テ瞥 ム等 雨 者 ノ・同様 ナ ル経 過

テ示 セ リ｡之 等 ノ貼 ヨ リ考 フル ニ家 兎 肺 結核 竈

二 於 ケル 石灰 沈 著 ハ 組 織 壊 死 ト直接 關 係 シ結 核

治 癒 ノ指 南 トナ シ得 ザ ル モ ノ ト思 惟 セ ラ ル｡サ

レバ實 験 的 家 兎 乾 酪 性 肺 炎 二 石灰 沈 著 ヲ認 メ人

艦 ノ夫 レニ認 メザ ルノ・個 龍 的 差異 ニ シ テ本 質 的

差 異 ニ ヨ ラザ ルモ ノナ リ｡以 上 ノ如 ク経 氣 道 的

結 核 再 感 染 二際 シテAdrenali㎡ ヲ併 用 セル ニ滲

出 性 病慶 ハ大 葉 性 二且 突 嚢 的 二獲 現 シ病 楚 ハ充

血期 一 肝 攣 期 一 乾酪 攣 性 及 ビ6灰 沈 著 期一 室 洞

形 成期 ノ四期 二大 別 シ得.之 レヲ人艦 ノ大葉 性

乾 酪 攣 性 肺 炎 二比 スル ニ其 ノ時 期 的 攣 換 相 及 ビ

組 織 學 的 所 見 二於 イテ上記 ノ如 ク多 少 ノ差 異 ハ

認 ムル モ之 等 ハ本 質 的 差 異 ト看 倣 シ難 ク、 從 來

試 ミ ラ レ タル實験 的肺 結 核 症 中最 モ人 艦 ノ乾 酪

性 肺 炎 二近 キ モ ノ ト信 ゼ ラル｡古 來乾 酪 性 肺 炎
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ノ爽 生機 韓 二關 ス ル諸 先 人 ノ見 解 二 關 シテハ 定

読 ナ ケ レ ドモ、Page1及 ビHenke氏 等 ノ・大 葉

性 乾 酪 性 肺 炎 ノ、氣 管 枝 ヲ 中心 トシテ現 ハ レ且 病

竈 部 ユ多 量 ノ結 核 菌 テ読 明 シ得 ル事 實 ヨ リ、 該

肺 炎 ノ蛮 生 エ ハ多 量 ノ結 核 菌 ガー 時 二氣 道 ヨ リ

吸 入 セ ラ レ全 肺 葉 二禰 蔓 性 二分 布 セ ラル ・タ メ

ナ リ ト シ、 其 ノ多量 ナ ル結 核 菌 ノ・多 クハ室 洞 内

容 タル軟 化 溶 解 セル 乾酪 性 物 質 中 二含 マ ル ・モ

ノナ リ ト云 フ｡然 レ ドモ實 験 的 ユ氣 道 内 二大 量

ノ結 核 菌 ヲ注 射 セ ル モ肺病 攣 ハ 限 局性 ニ シ テ檜

殖 性 病 慶 テ圭 ト シ且 慢 性 ノ経 過 テ トル黙 二於 イ

テ乾 酪 性肺 炎 ト異 ナ ル｡現 今 二於 テノ、生 艦 ノ免

疫 歌 態 即 チAllergie性 反慮 二 依 リテ解 明 セ ン ト

ス ル者 多 キ ヲ加 へ、 實 験 的 二結 核 感作 家 兎 ノ氣

通 内 二結 核 菌 テ再 注 射 セ ルニ 、 余 等 ノ實 験 成績

ヨ リ見 ル モ初 期 二滲 出 性 病 攣 ハ急 激 二且 高度 二

誘 嚢 セ ル ・ ト錐 モ後期 二壇 殖 性 病 攣 ヲ俘 ヒ人 盟

ノ大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 トノ間 ニー 定 ノ差 異 ヲ認 ム ・

ル モ ノナ リ｡サ レバ其 ノ襲 生 ハ從 來 試 ミラ レタ

ガ 如 キ軍 再 純 ナ ル氣 道 内再 感 染 二依 リテ解 決 シ

難 ク、 更 二之 レニ加 フ ルニ何 等 カ ノ條 件 ノ介 在

テ思 惟 セ シムル モ ノナ リ｡翻 ツテ考 フル ニAlレ

ergie性 反 慮 ノ強 弱 ハ 抗 元 抗 禮 反 磨iノ程 度 二依

リ テ規 定 セ ラ レ、 一 定 量 ノ抗 罷 二封 シ テ抗 元 量

ヲ如何 二檜 加 ス ル モ該 反 慮 ノ増 強 ノ・達 成 シ得 ザ

ル モ ノナ リ｡カ ・ル關 係 ノ、輩 純 氣 道 内結 核 再 感

染 實 験 例 ニ モ適 用 シ得 ベ ク、結 核 感作 動 物 ノ肺

臓 内抗 膿 景 ハ個 罷 ニ ヨ リ異 ナ ラ ンモ略 ζ一 定 セ

ル モ ノ ト思 惟 セ ラル｡コ ノ時抗 元 タル結 核 菌 ニ

シテ抗 艦 ト ノ反 慮 二關 與 セ ザ ル爾鹸 ノモ ノハ、

菌 自艦 ノ特,異的 反 慮 帥 チ結 節形 成 ラ螢 ムベ シ、

サ レバ結 節形 成 ガ掴 制 サ レ滲 出現 象 ガ増強 セ シ

メ ラ レル タ メニ ノ・大 量 ノ抗 膿 テ必 要 トス ルハ 自
セ

明 ノ理 ニ シテ、余 等 ノAdrenalinノ 意 義 ノ・此慮

二存 スル モ ノナ リ｡帥 チAdrenalinノ 血 管作

用 ノ・、 二次 的肺 鯵 血 及 ビ透 過 性 充 進声 ヨ リ肺胞

内 二抗 髄 性物 質 ノ壌 加 ヲ招 束 シ其 ノ結 果 多 景 ノ

抗 燈 抗 元 ノ・相 反 慮 シAllergie牲 反癒 ノ・著 シ ク

ナ曾強 セ ラル モ ノ ト解 セ ラル｡(之 等 ノ實 験 的 謹 明

ハ第 五 編 二 譲 ル)以 上 ノ事 實 ヨ リ大葉 性乾 酪 性

肺 炎 ノ登 生 ノ・結 核 感 作 歌 態 ニ アル個 龍 ガ経 氣 道

的 二極 メ テ多 景 ノ結 核 菌 ヲー 時 二吸 入 シ之 レト

i共二Allergie姓 反1葱ヲ・更 ニナ曾彊 セ シム ル副 要

素 ノ協 力 二依 リテ惹 起 セ ラル モ ノ ト解 セ ラル｡

然 シ人 禮 ノ乾 酪 性 肺 炎 ニ於 イテ如 何 ナル條 件 ガ

ゴ ノAllergie性 反 慮 ヲ肺 胞 内 二於 イテ増 張 セ

シム ル カノ・簡 軍 二推 定 シ得 ズ、 動 物 實 験 二於 イ

テAdrenalinハ 躍 ニ コ ノ本 〕態 ノ解、明 二用 ヒ タ

ル手 段 デ ア リ、 之 レヲ直 チニ人 禮 二豫 想 スル コ

トハ不 可 能 ナ リ ト信 ゼ ラル｡唯 肺 臓 二特 定 ノ充

血 テ來 タサ シメル コ トニ依 リ血 管 ノ透 過 性 ラ増

大 シ大 量 ノ抗 禮 ノ肺 胞 内析 出 テ促 シ、 他 方 大量

菌 ガ血 行 性 乃 至 氣 道 性 旱肺 胞 内 二移 行 シ此 虜 二

長 ク停 留 セ シメ ラル ・條 件 ノ存 スル トキ始 メ テ

人 禮 二於 ケ ル大 葉 性 乾酪 姓 肺 炎 ノ登 生 ハ可 能 ナ

ル モ ノナ ラ ン ト思 惟 セ ラル｡
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附 圖 読 明

附圖1(肉 眼的標 本)、,

第1圖 充血期(Nr｡1.2日 目所 見)

第2圖 肝 憂期(Nr｡3｡5日 目所見)

第3圖 乾酪墾性期(Nr.6.13日 目所見)

第4圖 乾酪墾 性期(Nr.8｡21日 目所見)

第5圖 空洞形成期(Nr.11.71日 目所 則

第6圖 空洞 形成期(Nr.12｡78日 目所見)

附岡 ∬(組織學 的標本)

第7圖 充血 期(Nr.1｡2日 目所見)

肺血管 ノ著 明ナル充血及 肺胞 内二於 ケル漿液性

物質 ノ滲 出 ヲ認 ム

第8圖 肝攣 期(Nr.2.3日 目所見)

肺血管 ノ充血及肺胞 内大滲 出細胞 ノ滲 出 ヲ認 ム

第9圖 乾酪憂性期(Nr.4.7日 目所見)

各肺胞腔 ハ大滲出細胞 二依 リテ充填 セラ レ、其

ノー部 ハ愛 性崩解 二隅ル

第10圖 乾酪攣性期(Nr.6.13H目 所見)

地圖状 ヲナ セル乾酪 墾性 竈 ヲ認 ム

第11圖 空洞 形成期(Nr.9.60日 目所見)

乾酪攣性竈 ニー致 ジテ高度 ノ石茨沈 著 ヲ認 ム

第12圖 空洞形成期(Nr.12｡78日 目所見)

乾酪竈 ノ、軟化溶解 ジテ空洞 ヲ形 成ス

空洞壁 ハ壌死組織及 白血球 ノ寝潤 ヨリナル｡




